
さいたま市
1,067人

上尾市
301人

川島町
6人

桶川市 133人
北本市 56人

伊奈町
24人 春日部市

301人

杉戸町 72人

幸手市 55人

白岡市
12人
蓮田市
43人

三芳町
8人

宮代町
26人

越谷市
305人

草加市
186人

八潮市
115人

三郷市
116人

吉川市
26人

松代町
12人

川口市
480人

蕨市

戸田市
25人

和光市
68人

朝霞市
57人

富士見市
30人

ふじみ野市
146人

川越市
267人

鶴ヶ島市
115人

久喜市 117人

加須市
836人

鴻巣市
51 人

吉見町
10人

坂戸市
116人

東松山市
229人

熊谷市
115人

深谷市
85人

本庄市
34人

神川町
2人

行田市
53人

羽生市
97人

新座市
127人

所沢市
166人

狭山市
187人

日高市
22人飯能市 39人

秩父市
53人

毛呂山町
61人

鳩山町
80人越生町

6人

ときがわ町
9人

寄居町
41人

皆野町
6人 小川町

26人

入間市 99人

嵐山町
30人

滑川町
1人

                                                      人
市

           

鈴
木
　
初
め

て
、一
時
帰
宅
を
し

た
と
き
は
感
動
し
ま
し
た
。で

も
、だ
ん
だ
ん
荒
れ
て
、帰
る
気

が
な
く
な
る
ん
で
す
。

佐
藤
　
み
ん
な
、拠
り
所
を

求
め
て
い
る
ん
で
す
。

橘
　
出
て
く
る
人

は
出
て
く
る
け
ど
、出
て
こ
な

い
人
は
出
て
こ
な
い
。そ
こ
で
、

個
別
訪
問
を
考
え
て
い
ま
す
。

篠
原
　
ぶ
れ
て
い
る
私
を
み

な
が
ら
、「
震
災
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
」と
一
緒
に
考
え
て
も
ら
え

れ
ば
い
い
か
な
、と
。

新
妻
　
避
難
者
・
支
援

者
を
越
え
て
、人
と

し
て
想
い

あ
う
こ
と
で

強
く
な
る
。

春
か
ら
は
パ
ソ
コ
ン
を
勉
強
し
て
自
分
で

情
報
を
探
そ
う
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え

て
い
ま
す
。（
万
代
洋
子
さ
ん
・
石
巻
市
か
ら

さ
い
た
ま
市
へ
避
難
）

1

秋も本番07号 2012年11月1日発行

2013年3月11日（月）発行

2013

春の
号外

企画・監修：広域避難者研究会・埼玉班　　執筆：『福玉便り』編集部　編集デザイン：NPO 法人ハンズオン埼玉　
協力：（一社）埼玉県労働者福祉協議会・震災支援ネットワーク埼玉（SSN）

こ
ん
に
ち
は

『
福
玉
便
り
』と
申
し
ま
す
。

福
島
・
東
北
か
ら
、未
だ
に
6
7
0
0
人
以
上

の
方
が
、ふ
る
さ
と
を
遠
く
離
れ
、家
族
と
離
れ
、

埼
玉
に
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
福
玉
便
り
』は
こ
う
し
た
方
々
に
向
け
た
唯

一
の
新
聞
と
し
て
、ほ
ぼ
毎
月
、4
0
0
0
部
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
内
で
支
援
活
動

を
行
な
っ
て
き
た
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
共
同

し
て
編
集
し
、県
内
の
企
業
の
方
が
印
刷
を
し
、

避
難
者
の
グ
ル
ー
プ
や
自
治
体
の
方
が
配
布
を

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

3
年
目
を
迎
え
て
、避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

の
状
況
が
今
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、ど
ん
な

こ
と
を
感
じ
て
毎
日
暮
ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

か
を
、あ
ら
た
め
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
、こ

の「
2
0
1
3
春
の
号
外
」を
編
集
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
一
読
い
た
だ
き
、避
難
さ
れ
て
い
る

方
々
の
声
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、皆
様
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

埼
玉
の
皆
様
へ

【ひ
ろ
ば
】読
者
の
皆
さ
ん

の
声
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

→
15
ペ
ー
ジ

避難されている方が、

埼玉で開業された

お店のご紹介！

→14ページ

今
ま
で
息
子
夫
婦
、
孫
達
と
の
同

居
だ
っ
た
の
で
家
の
中
が
賑
や
か
で

し
た
が
現
在
は
大
人
だ
け
の
生
活

に
な
り
、
活
気
も
な
く
な
り
、た
ま

に
孫
が
泊
ま
り
に
来
る
の
を
待
っ
て

い
ま
す
。
も
う
こ
の
先
一
緒
に
は
暮

ら
せ
な
い
、こ
の
悲
し
さ
辛
さ
、
悔
し

さ
、
誰
に
ぶ
つ
け
た
ら
い
い
の
か
。（
南

相
馬
市
、六
十
代
女
性
）

『福玉便り』読者

アンケートから

→12ページ

「
離
れ
れ
ば
離
れ
る
ほ
ど
、

福
島
に
戻
り
づ
ら
く
な
る
。

だ

か
ら
と
言
っ
て
埼
玉
に
永
住
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
ど
っ
ち
つ
か

ず
な
気
持
ち
が
す
る
。
」

「
洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
時

に
、
ふ
と
、
『
な
ん
で
こ
こ
に
い

る
ん
だ
っ
け
？
』
っ
て
思
う
。
」

い
ら
っ
し
ゃ
い
！

避難者グループリーダー座談会
→6ページ

自主避難者懇談会
→10ページ

福玉マップ
→4ページ

3度目の春、
「避難」と「受け入れ」の現在。

→2ページ



南相馬市 
1024人

相馬市66人
伊達市
10人

桑折町
5人

田村市
21人三春町

5人
郡山市
290人

須賀川市 22人

白河市
23人

二本松市
22人

川俣町
12人

福島市
173人

本宮市6人

川内村
58人

大熊町 415人
富岡町
520人

楢葉町 167人
広野町85人

いわき市
487人

天栄村　5人
西郷村　5人
棚倉町　4人
石川町　3人
小野町　2人
田村市　2人
喜多方市　2人
鮫川村　2人
大玉村　1人
玉川村　1人
その他 　53人

飯舘村
74人

葛尾村
7人

浪江町
604人 双葉町

1051人

2013春の号外 2013年3月11日発行

2
0
1
1
年
3
月
1
1
日
の
東

日
本
大
震
災
は
、東
北
地
方
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
だ

け
で
な
く
、多
く
の
方
々
に
全
国
各

地
へ
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ
せ
ま
し

た
。
復
興
庁
に
よ
る
と
全
国
で
約

3
1
万
5
千
人
、埼
玉
県
内
で
約
4

千
人
の
方
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が（
2
0
1
3
年

2
月
1
5
日
時
点
、復
興
庁
ホ
ー
ム
ペー

ジ
よ
り
）、こ
う
し
た
広
域
避
難
を
め

ぐ
る
大
き
な
問
題
の
1
つ
と
し
て
、

国
や
各
自
治
体
が
避
難
者
の
人
数

を
正
確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、埼
玉
県
へ
の
避
難
者

の
数
と
経
緯
、埼
玉
県
に
お
け
る
受

け
入
れ
と
支
援
に
つ
い
て
お
伝
え
い

た
し
ま
す
。（
編
集
部
・
原
田
）

埼
玉
県
へ
の
避
難
者
の

数
と
経
緯

『
福
玉
便
り
』編
集
委
員
会
が

2
0
1
3
年
2
月
に
埼
玉
県
内
の

各
自
治
体
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

県
内
に
6
7
0
0
人
以
上
の
避
難

者
が
い
る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し

た
。二
重
集
計
な
ど
の
誤
差
の
可

能
性
を
踏
ま
え
て
も
、2
千
人
以

上
の
方
々
が
、国
の
集
計
か
ら
こ

ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、避
難
し
た
方
々
の
出
身

地
は
広
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、少

な
く
と
も
3
つ
の
経
緯
が
窺
え
ま

す
。

・
地
震
・
津
波
で
被
災
し
、家
を
失

っ
た
方
。北
は
青
森
県
か
ら
南
は

千
葉
県
ま
で
、

太
平
洋
側
の

広
い
地
域

か
ら
埼
玉
県

に
避
難
し
て

い
る
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

・
原
発
事
故
の
影
響
の
も

と
、国
や
自
治
体
の
指
示
に
よ
っ

て
避
難
し
た
方
。全
域
も
し
く
は

一
部
が「
警
戒
区
域
」「
計
画
的
避

難
区
域
」に
指
定
さ
れ
た
、楢
葉

町
・
富
岡
町
・
大
熊
町
・
双
葉
町
・

浪
江
町
・
葛
尾
村
・
飯
舘
村
・
田
村

市
・
南
相
馬
市
・
川
俣
町
・
川
内
村

な
ど
か
ら
の
避
難
者
が
該
当
し

ま
す
。

・
原
発
事
故
の
影
響
で
、避
難
指
示

に
よ
る「
強
制
避
難
」と
は
別
に
、

「
自
主
避
難
」と
い
う
形
で
福
島

県
等
か
ら
埼
玉
県
に
避
難
し
て

い
る
方
。郡
山
市
・
福
島
市
・
い
わ

き
市
な
ど
で
放
射
線
量
の
高
い

地
区
か
ら
の
避
難
者
が
該
当
し

ま
す（
10
～
11
ペ
ー
ジ
参
照
）。

た
だ
し
、こ
れ

ら
の
区
分
け
は

便
宜
的
な
も
の

で
あ
り
、地
震
・

津
波
・
放
射
能
汚

染
に
よ
る
被
害

を
複
合
的
に
受

け
た
方
も
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。加
え
て
、

避
難
指
示
区
域

の
再
編（
1
）に

よ
っ
て
、「
強
制

避
難
」と「
自
主

避
難
」の
境
目
は

曖
昧
に
な
っ
て

い
ま
す
。

現
在
、東
北
地

方
の
被
災
地
で

は
、イ
ン
フ
ラ
復
旧
、住
宅
再
建
、

除
染
な
ど
、懸
命
な
復
興
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

2
0
1
2
年
6
月
に
成
立
し
た「
原

発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」

（
2
）な
ど
の
よ
う
に
、法
的
な
支

援
も
整
備
さ
れ
る
動
き
が
あ
り
ま

2

 

『福玉便り』編集委員会（埼玉
労働者福祉協議会、ハンズオ
ン埼玉、震災支援ネットワー
ク埼玉）は、2 月 18 日〜3
月 5 日の期間に、埼玉県内
の避難者数調査を実施しま
した。2 月 7 日時点で避難者
が居住中としている 55 の
自治体宛に、ファックスおよ
び電話にて「各自治体内の受

け入れ避難者数」「受け入れ
た避難者の出身ごとの内訳

（県別、および福島県につい
ては市町村別）」を尋ねたと
ころ、全ての自治体から回答
が得られました。鴻巣市は避
難者数が非公開となってい
るため、次ページでは、
2012 年 5 月 29 日時点で
埼玉県が発表した人数を掲

載しております。なお、避難
者の出身地の内訳について
は、上述の鴻巣市に加えて 8
の自治体が非公開との回答
でした。そのため、本ページ
に掲載している出身ごとの
避難者数は、公開された避難
者数の合算となり、実際の人
数はもっと多いことが見込
まれます。

福島県のホームページより

復
興
庁
ホ
ー
ム

ペー
ジ
よ
り
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岩手県 190人

青森県 1人
茨城県 40人
千葉県 4人
栃木県 13人

宮城県 532人

福島県 5824人



さいたま市
1,067人

上尾市
301人

川島町
6人

桶川市 133人
北本市 56人

伊奈町
24人 春日部市

301人

杉戸町 72人

幸手市 55人

白岡市
12人
蓮田市
43人

三芳町
8人

宮代町
26人

越谷市
305人

草加市
186人

八潮市
115人

三郷市
116人

吉川市
26人

松代町
12人

川口市
480人

蕨市

戸田市
25人

和光市
68人

朝霞市
57人

富士見市
30人

ふじみ野市
146人

川越市
267人

鶴ヶ島市
115人

久喜市 117人

加須市
836人

鴻巣市
51 人

吉見町
10人

坂戸市
116人

東松山市
229人

熊谷市
115人

深谷市
85人

本庄市
34人

神川町
2人

行田市
53人

羽生市
97人

新座市
127人

所沢市
166人

狭山市
187人

日高市
22人飯能市 39人

秩父市
53人

毛呂山町
61人

鳩山町
80人越生町

6人

ときがわ町
9人

寄居町
41人

皆野町
6人 小川町

26人

入間市 99人

嵐山町
30人

滑川町
1人

                                                      人
市

           

す
。し
か
し
な
が
ら
、今
も
避
難
指

示
が
敷
か
れ
た
地
域
も
多
く
、

個
々
の
生
活
事
情
も
相
ま
っ
て
、

多
く
の
方
が
埼
玉
県
で
の
避
難
生

活
が
長
期
化
し
て
い

ま
す（
12
～
13
ペ
ー
ジ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
参

照
）。

埼
玉
県
内
の
各

自
治
体
の
受
け

入
れ
対
応

埼
玉
県
で
は
、震
災

直
後
か
ら
多
く
の
自

治
体
が
体
育
館
・
福
祉

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
避

難
者
を
受
け
入
れ
て

き
ま
し
た
。「
さ
い
た

ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
」
に
最
大
で

2
5
0
0
人
が
避
難

し
、大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
集
ま
っ
た
こ

と
は
、テ
レ
ビ
等
で
ご

覧
に
な
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
の
閉
鎖
後
、双
葉
町

民
が
移
動
し
た
旧
県

立
騎
西
高
校
を
除
き
、

2
0
1
1
年
夏
ま
で

に
は
多
く
の
避
難
所

が
閉
鎖
と
な
り
ま
し

た
。代
わ
っ
て
、「
借
り

上
げ
住
宅
制
度
」（
3
）の
導
入
に

伴
っ
て
、各
地
の
民
間
賃
貸
住
宅

あ
る
い
は
公
営
住
宅
に
避
難
者
の

方
々
が
入
居
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

避
難
所
か
ら「
借
り
上
げ
住
宅
」

へ
と
移
っ
た
こ
と
で
居
住
環
境
は

改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、他
方
で
避

難
者
の
方
々
が
各
地
で
孤
立
し
、

支
援
が
行
き
届
き
に
く
く
な
る
結

果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。ま
た
、多

く
の
場
所
で
借
り
上
げ
住
宅
の
期

限
が
2
0
1
4
年
3
月
ま
で
延
長

さ
れ
た
も
の
の
、そ
の
後
は
確
定

し
て
お
ら
ず
、依
然
と
し
て
不
安

定
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す（
12

～
13
ペ
ー
ジ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
参
照
）。

避
難
者
へ
の
生
活
支
援

と
福
玉
便
り
の
活
動

埼
玉
県
内
の
避
難
者
に
対
し

て
、い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は
、水

道
光
熱
費
の
減
免
、交
流
会
の
実

施
、広
報
誌
の
配
布
な
ど
の
生
活

支
援
を
独
自
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ま
た
、さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
に
集
ま
っ
た
諸
団
体
が
引

き
続
き
埼
玉
県
内
で
支
援
活
動
を

お
こ
な
っ
て
い
る
ほ
か
、各
地
の

N
P
O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

支
援
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、避
難
者
の
方
々
自
身
の
グ
ル

ー
プ
も
立
ち
上
が
り
、自
立
に
向

け
た
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す

（
6
～
9
ペ
ー
ジ
の
座
談
会
参
照
）。

こ
う
し
た
支
援
活
動
の
展
開
を

踏
ま
え
つ
つ
、避
難
者
の
方
々
へ

の
情
報
提
供
を
目
的
と
し
て
、『
福

玉
便
り
』は
2
0
1
2
年
3
月
に
創

刊
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
以
来
、ほ
ぼ

毎
月
の
ペ
ー
ス
で
発
行
を
続
け
る

と
と
も
に
、埼
玉
県
内
の
避
難
者

グ
ル
ー
プ
・
支
援
団
体
が
意
見
交

換
す
る
「
福
玉
会
議
」
の
開
催

（
2
0
1
2
年
7
月
～
）な
ど
を
進

め
て
き
ま
し
た
。今
年
2
月
か
ら

は
、埼
玉
と
福
島
を
結
ぶ「
福
玉
バ

ス
」の
運
行
も
試
験
的
に
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、自
治
体
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
支
援
は
地
域
に
よ

っ
て
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
、『
福
玉

便
り
』で
も
避
難
者
の
方
々
に
対

し
て
必
ず
し
も
十
分
な
情
報
を
届

け
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。あ
の
日
か
ら
2
年
が
経
過

し
、東
日
本
大
震
災
・
福
島
原

発
事
故
が
過
去
の
出
来
事

と
し
て
忘
れ
ら
れ
つ
つ

あ
る
風
潮
も
あ
り
ま
す

が
、埼
玉
県
内
に
数
多
く

の
方
々
が
避
難
し
て
い

る
こ
と
を
、身
近
な
問

題
と
し
て
、埼
玉
県
民

の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
一

緒
に
考
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

注（
1
）警
戒
区
域
と
計
画
的
避
難
区

域
を
見
直
し
、新
た
に「
避
難
指
示
解
除

準
備
区
域
」「
居
住
制
限
区
域
」「
帰
還
困

難
区
域
」の
3
区
分
に
再
編
す
る
動
き

が
進
ん
で
い
る
。

（
2
）一
定
の
線
量
以
上
の
放
射
線

被
ば
く
が
予
想
さ
れ
る「
支
援
対
象
地

域
」を
対
象
に
、「
避
難
す
る
人
も
、と

ど
ま
る
人
も
、国
が
責
任
を

も
っ
て
支
援
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
定
め
た

法
律
。

現
状
で
は
理
念
法
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

た
め
、具
体
的
施
策
を
よ
り
早
期
に
実

現
す
る
こ
と
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
。

（
3
）都
道
府
県
が
民
間
賃
貸
住
宅

を
借
り
上
げ
、家
賃
や
敷
金
・
礼
金
・
仲

介
手
数
料
な
ど
が
国
庫
負
担
と
な
る
制

度
。

6750人？

3度目の春、
「避難」と「受け入れ」の現在。

3



さいたま市

上尾市川島町
桶川市
北本市

伊奈町
春日部市

杉戸町

幸手市

白岡市

蓮田市

三芳町

宮代町

越谷市

草加市 八潮市

川口市

蕨市

戸田市

和光市

朝霞市

富士見市

ふじみ野市

川越市
鶴ヶ島市

久喜市

加須市

鴻巣市

吉見町

坂戸市

東松山市

熊谷市

深谷市

行田市

羽生市

新座市
所沢市

狭山市
日高市

飯能市

秩父市 毛呂山町

鳩山町
越生町

ときがわ町
横瀬町

入間市

松
伏
町

吉
川
市

嵐
山
町

滑
川
町

三
郷
市

■熊谷ふるさと交流サロン【熊谷市】
2 か月に 1 回のペースで交流会をおこなっ
ています。

■ライフサポートステーションネット
21熊谷　【熊谷市】
労働や雇用、暮らしの無料相談。支援物資
の配布もあります。

■＜想い＞【鴻巣市】
　鴻巣市赤見台に避難している方を中心に
結成。交流会、「損害賠償説明会」など定期
的に開催しています。会報＜想い＞も発行。

■きずなの会　　 【東松山市】
雇用促進住宅で結成された「きずなの会」
が毎月交流会をおこなっています。

■新座つながりカフェ【新座市】
2012 年の夏から交流会をはじめています。

■おあがんなんしょ【ふじみ野市】
ふじみ野市では、毎月１回避難者の方々の交流
会「おあがんなんしょ」が開かれています。

■青空あおぞら【所沢市】
2013 年 3月から避難者の呼びかけで
交流会がはじまりました。

■「ひまわり」の会　【川口市】
川口市に福島県に避難してきた人達
が中心になり、サロン（茶話会）を
月1回開いています。

■さいがい・つながりカフェ
【さいたま市など】

広い和室で食べながら、飲みながら、心ゆくま
でおしゃべりしましょう。月二回　木曜日。
主催・場所：With You さいたま

■放射能から避難したママネット＠埼玉
【さいたま市など】

■相双ふるさとネットワーク
【さいたま市など】

福島県相双地区から避難した方々と同じ地
元出身者を中心とするネットワークです。

■一歩会　【越谷市など】
越谷市を中心に 300 名の会員が所属し、月１回
のイベント・交流会や見守り、地域の方々と共同
の農作業などをおこなっています。　

■杉戸元気会　【杉戸町】
富岡町から杉戸町の国家公務員宿舎杉戸住宅に避難した
方々を中心に、週１回の交流会を実施しています。

■寄り添いステーション騎西　【加須市】
マッサージや、お饅頭、手作り品、地元の野菜などのコーナーが
あります。双葉町に限らず、加須市周辺に避難されてきた方々、
ぜひお立ち寄りください。加須ふれあいセンター 0480-65-7938

■旧騎西高校　
避難者の方々によるさまざ
まな活動が行われています。

■Fカフェ珠寿
避難者の方々による cafe、
交流スペースです。

■羽生・つながりカフェ【羽生市】
毎月第 2日曜日に開催しています。

■シラコバト団地被災者の会・ひまわり【上尾市】
県営シラコバト団地に避難してきた方々を中心に、月１
回の交流会をおこなっています。

■ここカフェ＠川越 【川越市】
『心の内を話せる場を作りたい』という、ゆるやかな茶話会で
す。お子様連れも大歓迎です。主催：実行委員会＋社協

■福島女性県人会 【川越市】
福島県出身の女性なら、どなたでも！被災により移り住
んで来られた方も。福島弁で、思いっきり話しましょう！
毎月第 3木曜に開催 。

■お茶のみ交流会【富士見市】
市内に避難してきた方々の「お茶のみ交流
会」を2か月に 1回のペースで実施中。

■鳩山町震災支援ボランティア　
 実行委員会　【鳩山町】
「鳩のつどい」を毎週実施しています。

埼玉県内の各地
で、被災者・避
難者と支援者が
一緒に交流の場
をつくっていま
す。

作成：福玉便り 編集部

■春日部・つながりカフェ【春日部市】
月に１回、お茶を飲みながら交流しています。
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さいたま市

上尾市川島町
桶川市
北本市

伊奈町
春日部市

杉戸町

幸手市

白岡市

蓮田市

三芳町

宮代町

越谷市

草加市 八潮市

川口市

蕨市

戸田市

和光市

朝霞市

富士見市

ふじみ野市

川越市
鶴ヶ島市

久喜市

加須市

鴻巣市

吉見町

坂戸市

東松山市

熊谷市

深谷市

行田市

羽生市

新座市
所沢市

狭山市
日高市

飯能市

秩父市 毛呂山町

鳩山町
越生町

ときがわ町
横瀬町

入間市

松
伏
町

吉
川
市

嵐
山
町

滑
川
町

三
郷
市

■熊谷ふるさと交流サロン【熊谷市】
2 か月に 1 回のペースで交流会をおこなっ
ています。

■ライフサポートステーションネット
21熊谷　【熊谷市】
労働や雇用、暮らしの無料相談。支援物資
の配布もあります。

■＜想い＞【鴻巣市】
　鴻巣市赤見台に避難している方を中心に
結成。交流会、「損害賠償説明会」など定期
的に開催しています。会報＜想い＞も発行。

■きずなの会　　 【東松山市】
雇用促進住宅で結成された「きずなの会」
が毎月交流会をおこなっています。

■新座つながりカフェ【新座市】
2012 年の夏から交流会をはじめています。

■おあがんなんしょ【ふじみ野市】
ふじみ野市では、毎月１回避難者の方々の交流
会「おあがんなんしょ」が開かれています。

■青空あおぞら【所沢市】
2013 年 3月から避難者の呼びかけで
交流会がはじまりました。

■「ひまわり」の会　【川口市】
川口市に福島県に避難してきた人達
が中心になり、サロン（茶話会）を
月1回開いています。

■さいがい・つながりカフェ
【さいたま市など】

広い和室で食べながら、飲みながら、心ゆくま
でおしゃべりしましょう。月二回　木曜日。
主催・場所：With You さいたま

■放射能から避難したママネット＠埼玉
【さいたま市など】

■相双ふるさとネットワーク
【さいたま市など】

福島県相双地区から避難した方々と同じ地
元出身者を中心とするネットワークです。

■一歩会　【越谷市など】
越谷市を中心に 300 名の会員が所属し、月１回
のイベント・交流会や見守り、地域の方々と共同
の農作業などをおこなっています。　

■杉戸元気会　【杉戸町】
富岡町から杉戸町の国家公務員宿舎杉戸住宅に避難した
方々を中心に、週１回の交流会を実施しています。

■寄り添いステーション騎西　【加須市】
マッサージや、お饅頭、手作り品、地元の野菜などのコーナーが
あります。双葉町に限らず、加須市周辺に避難されてきた方々、
ぜひお立ち寄りください。加須ふれあいセンター 0480-65-7938

■旧騎西高校　
避難者の方々によるさまざ
まな活動が行われています。

■Fカフェ珠寿
避難者の方々による cafe、
交流スペースです。

■羽生・つながりカフェ【羽生市】
毎月第 2日曜日に開催しています。

■シラコバト団地被災者の会・ひまわり【上尾市】
県営シラコバト団地に避難してきた方々を中心に、月１
回の交流会をおこなっています。

■ここカフェ＠川越 【川越市】
『心の内を話せる場を作りたい』という、ゆるやかな茶話会で
す。お子様連れも大歓迎です。主催：実行委員会＋社協

■福島女性県人会 【川越市】
福島県出身の女性なら、どなたでも！被災により移り住
んで来られた方も。福島弁で、思いっきり話しましょう！
毎月第 3木曜に開催 。

■お茶のみ交流会【富士見市】
市内に避難してきた方々の「お茶のみ交流
会」を2か月に 1回のペースで実施中。

■鳩山町震災支援ボランティア　
 実行委員会　【鳩山町】
「鳩のつどい」を毎週実施しています。

埼玉県内の各地
で、被災者・避
難者と支援者が
一緒に交流の場
をつくっていま
す。

作成：福玉便り 編集部

■春日部・つながりカフェ【春日部市】
月に１回、お茶を飲みながら交流しています。
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編
集
部
　
埼
玉
県
に
避
難
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、こ
れ
ま
で
の

2
年
間
は
避
難
先
で
の
生
活
を
落

ち
着
け
る
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、今
後
に
つ
い
て
は
、警
戒
区

域
の
再
編
や
、職
業
、家
族
構
成
の

違
い
な
ど
に
よ
っ
て
置
か
れ
た
状

況
は
様
々
で
、多
く
の
方
が「
こ
れ

か
ら
ど
う
し
よ
う
、そ
の
た
め
に

今
、ど
う
し
よ
う
」と
い
う
こ
と
を

悩
ん
で
い
る
時
期
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。ま
ず
、ご
自
身
の
2
年
間
を

振
り
返
っ
て
い
た
だ
い
て
も
よ
ろ

し
い
で
し
ょ
う
か
？

15
年
間
は
、俺
と
ば
あ
さ
ん
で

我
が
家
を
守
る

新
妻
　
2
0
1
2
年
10
月
に
越

谷
市
か
ら
い
わ
き
市
に
引
っ
越
し
、

「
楢
葉
特
別
警
戒
隊（
1
）」に
入
り

ま
し
た
。3
交
代
・
34
名
で
、深
夜
問

わ
ず
楢
葉
町
を
回
っ
て
い
ま
す
。

楢
葉
町
は
警
戒
区
域
か
ら
避
難

準
備
区
域
に
変
更
し
ま
し
た
が
、補

償
は
少
な
い
。屋
根
の
壊
れ
た
と
こ

ろ
か
ら
水
が
入
っ
て
家
は
ネ
ズ
ミ

だ
ら
け
で
す
。こ
れ
か
ら
、ど
ん
な

風
に
修
復
し
て
い
け
ば
い
い
の
か

…
。私

ご
と
で
も
あ
る
し
、楢
葉
町
の

問
題
で
も
あ
る
の
で
す
が
、「
帰
り

た
い
」と
い
う
人
間
と
し
て
は
私
た

ち
60
代
が
一
番
若
い
世
代
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。3
年
後
く
ら
い
に
は

帰
還
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
の
で
す
が
、イ
ン
フ
ラ
、生
活
に

必
要
な
ス
ー
パ
ー
、病
院
な
ど
の
問

題
も
あ
る
。隣
の
広
野
町
か
ら
寸
断

さ
れ
て
い
て
、線
路
は
曲
が
っ
た
ま

ま
。住
民
が
戻
っ
て
か
ら
直
し
て
も

間
に
合
わ
な
い
の
で
す
。

い
わ
き
市
か
ら
新
地
町
ま
で
花

い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
と
い
う「
浜
街

道
・
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
始
ま
り
、

国
道
沿
い
に
し
だ
れ
桜
が
300
本
ほ

ど
植
え
ら
れ
ま
し
た
。と
に
か
く
、

子
ど
も
・
若
者
が
帰
っ
て
く
る
福
島

県
に
し
よ
う
、と
い
う
活
動
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。楢
葉
町
は
平
成
26

年
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
で
除
染
が
終

わ
る
そ
う
で
、町
民
の
意
見
を
集

め
な
が
ら
、帰
町
の
判
断
を
決

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、若
い
人
が
戻
っ
て
く
る

の
は
ま
だ
少
な
い
で
す
。私
の
感
覚

で
、10
％
い
る
の
か
ど
う
か
…
。息

子
は
、風
評
被
害
で
だ
め
だ
か
ら
と

い
う
こ
と
で
、茨
城
で
仕
事
を
再
開

し
ま
し
た
。「
60
歳
ま
で
、あ
と
15
年

は
帰
ら
な
い
」と
言
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
15
年
間
は
、俺
と
ば
あ
さ
ん

で
我
が
家
を
守
る
。

そ
う
や
っ
て
何
と
か
前
に
進
ん

で
い
か
な
い
と
、と
い
う
の
が
現
状

で
す
。大
熊
、富
岡
も
、一
生
懸
命
に

警
戒
隊
が
回
っ
て
い
ま
す
。

震
災
後
の
4
段
階
の
心
理

佐
藤
　
ア
メ
リ
カ
の
精
神
分
析

医
に
よ
る
と
、大
震
災
後
の
心
理
と

し
て
4
段
階
あ
る
ら
し
い
ん
で
す

が
、私
も
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。最

初
の
段
階
は
、原
発
事
故
や
避

難
が
現
実
視
で
き
な
い
、認
め
ら
れ

な
い
。次
の
段
階
は
、「
そ
う
は
言
っ

て
も
い
ら
れ
な
い
」と
、仲
間
う
ち

で
ハ
イ
ハ
イ
歩
き
を
す
る
よ
う
に

な
る
。そ
の
次
の
段
階
は
、精
神
的

に
も
身
体
的
に
も
辛
く
な
る
け
ど
、

何
と
か
プ
ラ
ス
に
、ほ
ふ
く
訓
練
を

始
め
る
時
期
。そ
し
て
、4
段
階
目

は
、「
こ
れ
か
ら
自
立
し
て
人
生
を

切
り
開
い
て
い
こ

う
」と
い
う
よ
う
な
時
期
。

そ
れ
ぞ
れ
個
人
差
は
あ
る
け
れ

ど
、こ
の
4
段
階
を
踏
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

篠
原
　
ま
ず
は
避
難
し
た
と
き

に
、娘
が
受
験
生
で
、そ
こ
が
な
に

よ
り
大
変
で
し
た
。下
の
子
も
小
学

1
年
生
だ
っ
た
し
、埼
玉
に
移
る
こ

と
を
決
め
て
、置
い
て
き
た
犬
の
こ

と
な
ど
が
あ
り
、辛
か
っ
た
で
す
。

鴻
巣
市
に
住
ま
い
を
決
め
て
、周

り
に
も
避
難
し
て
い
る
人
が
い
る

こ
と
を
知
っ
て「
情
報
が
入
っ
て
な

い
」と
聞
き
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情

報
を
回
覧
版
で
回
し
た
。
そ
れ
が
交

流
の
き
っ
か
け
で
す
。落
ち
着
き
だ

し
た
頃
か
ら
、他
の
方
と
の
交
流
が

増
え
て
い
き
ま
し
た
。他
の
マ
マ
達

も
辛
い
か
な
？
と
思
い
、2
0
1
1

年
の
12
月
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開

い
た
ん
で
す
。自
分
の
気
持
ち
を
精

算
し
つ
つ
、み
ん
な
の
声
を
ミ
ッ
ク

新妻 敏夫さん
2011年3月に楢葉町から
越谷市に避難され、越谷
市を中心とした避難者グ
ループ「一歩会」の会長を
務める。現在はいわき市
に在住。

鈴木 直清さん
2011年3月に南相馬市
小高区から鳩山町に避
難され、「鳩山町避難者
の会」の会長を務める。
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「
避
難
」の
今
と
こ
れ
か
ら

避
難
者
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
座
談
会

４
～
５
ペ
ー
ジ
の
マ
ッ
プ
に
あ
る
よ
う
に
、埼
玉
県
内
で
は
各
地

で
避
難
者
の
方
々
の
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、地
元
の
行
政
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
な
が
ら
、交
流
会
や
農
作
業
、賠
償
相
談
会
と

い
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。今
回
、避
難
者
グ
ル
ー
プ
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
５
名
の
方
々
を
お
招
き
し
、

こ
れ
ま
で
の
２
年
間
や
、今
後
の
こ
と
、必
要
と
さ
れ
て
い
る
支
援

な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
編
集
部
・
原
田
）

橘 光顕さん
2011年4月に浪江町か
ら上尾市に避難され、県営
シラコバト団地を中心と
した避難者グループ「ひま
わり」の代表を務める。
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ス
し
な
が
ら
、会
報
誌「
想
い
」も
作

っ
て
い
き
ま
し
た
。

我
が
家
は
、帰
宅
困
難
の
上
に
、

立
ち
入
り
も
で
き
な
い
。今
は
賠
償

を
戦
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

「
狭
間
」の
2
年
間
だ
っ
た

橘
　
こ
の
2
年
間
、ひ
と
こ
と
で

言
う
と「
あ
っ
と
い
う
間
」で
し
た
。

2
0
1
2
年
の
3
月
11
日
に
、上
尾

市
の
シ
ラ
コ
バ
ト
団
地
で
黙
祷
の

会
を
行
っ
た
の
で
す
が
、そ
の
時
に

は
自
分
が
も
う
一
年
い
る
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。と
こ
ろ

が
、昨
年
と
同
じ
く
、今
年
も
黙
祷

の
会
の
準
備
を
し
て
い
る
。時
間
は

進
む
け
ど
、復
興
は
進
ま
な
い
、そ

の
狭
間
に
い
た
2
年
間
で
し
た
。

シ
ラ
コ
バ
ト
団
地
は
、一
カ
所
に

50
世
帯
い
る
と
い
う
の
が
大
き
く
、

横
の
連
携
を
思
い
立
っ
て
や
り
ま

し
た
。「
ひ
ま
わ
り
」の
結
成
の
い
き

さ
つ
と
し
て
は
、震
災
翌
月
の
4
月

に
団
地
の
方
た
ち
が
主
催
で
激
励

会
を
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。自
己
紹

介
し
な
が
ら
困
り
ご
と
の
話
を
し

た
ら
、み
ん
な
困
っ
て
い
た
。ち
ょ

う
ど
私
が
テ
レ
ビ
局
の
取
材
を
受

け
た
も
の
で
、家
電
の
寄
付
を
も
ら

っ
て
、配
っ
て
回
り
ま
し
た
。そ
れ

が「
ひ
ま
わ
り
」の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

一
時
帰
宅
に
対
す
る
心
境
の
変

化
鈴
木
　
私
は
南
相
馬
市
小
高
区

か
ら
避
難
し
ま
し
た
。双
葉
郡
は
埼

玉
の
人
に
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い

と
思
う
ん
で
す
が
、南
相
馬
市
小
高

区
も
ま
た
、地
震
・
津
波
・
放
射
能
の

被
害
に
あ
っ
た
地
域
で
す
。

一
昨
年
の
7
月
に
初
め
て
、一
時

帰
宅（
2
）を
し
た
と
き
は
感
動
し

ま
し
た
。で
も
心
境
は
変
化
し
て
、

だ
ん
だ
ん
帰
る
気
は
な
く
な
る
ん

で
す
。ト
イ
レ
も
使
え
ず
、水
道
も

使
え
ず
、ゴ
ミ
も
ひ
ど
い
。ネ
ズ
ミ

も
い
る
。一
時
立
ち
入
り
し
て
帰
っ

て
く
る
と
、気
持
ち
が
晴
れ
な
く
て

具
合
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で

す
。去

年
の
4
月
16
日
に
避
難
区
域

の
見
直
し
が
あ
り
、避
難
準
備
区
域

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。で
も
、自
治

体
は
、復
興
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

ば
っ
か
り
と
る
け
ど
、何
も
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

子
供
の
こ
と
、仕
事
の
こ
と

編
集
部
　
鳩
山
に
し
て
も
上
尾

に
し
て
も
鴻
巣
に
し
て
も
、い
ろ
ん

な
町
の
方
が
避
難
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
け
ど
、周
り
の
方
で
、特
に

困
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
か
、こ

う
い
う
動
き
が
あ
る
と
か
は
あ
り

ま
す
か
？
警
戒
区
域
の
見
直
し
が

お
こ
な
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

埼
玉
か
ら
福
島
に
わ
っ
と
戻
る
と

い
う
ベ
ク
ト
ル
は
生
ま
れ
て
い
な

い
で
す
よ
ね
。

篠
原
　
子
供
が
い
る
家
庭
は
、い

っ
た
ん
入
っ
た
学
校
の
こ
と
を
考

え
る
と
途
中
で
動
か
し
た
く
な
い

の
で
、迷
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
。子
供
が
複
数
い
る
場
合
、特

に
迷
う
ん
で
す
よ
ね
。一
人
を
キ
ー

に
動
く
と
い
う
よ
り
、ト
ー
タ
ル
で

見
る
と
、数
年
間
帰
れ
な
い
と
い
う

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。う
ち

は
、下
の
子
が
難
し
い
年
頃
な
の

で
、あ
と
4
年
は
動
け
な
い
か
な
？

他
方
で
両
親
は
福
島
に
帰
り
た

い
気
持
ち
も
あ
っ
て
、で
も
家
に
は

立
ち
入
り
も
で
き
な
い
か
ら
新
天

地
を
見
に
行
っ
て
み
た
ん
で
す
が
、

自
営
業
だ
っ
た
の
で「
こ
こ
で
何
す

る
？
」っ
て
。自
営
業
の
人
た
ち
に

と
っ
て
は
、住
む
こ
と
と
仕
事
を
す

る
こ
と
が
セ
ッ
ト
だ
か
ら
、難
し
い

で
す
よ
ね
。

福
島
県
内
の
仮
設
住
宅
は
、南
相

馬
の
原
町
区
や
い
わ
き
市
が
激
戦

区
み
た
い
で
す
ね
。

お
客
様
扱
い
で
は
な
く

新
妻
　
い
わ
き
市
の
仮
設
住
宅

に
た
ま
に
物
資
を
持
っ
て
行
っ
た

り
す
る
ん
だ
け
ど
、仮
設
の
中
で
何

か
を
し
た
い
と
思
っ
て
も
、な
か
な

か
声
を
あ
げ
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。

篠
原
　
仮
設
住
宅
は
、誰
か
元
気

な
人
が
い
て
乗
っ
か
っ
て
い
け
た

ら
い
い
け
ど
、集
会
所
な
ど
は
常
連

さ
ん
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

編
集
部
　
常
連
さ
ん
し
か
集
ま

ら
な
い
と
い
う
の
は
、埼
玉
で
開
か

れ
る
交
流
会
で
も
同
じ
問
題
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。

篠
原
　
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

が
多
す
ぎ
る
か
な
？
と
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。あ
そ
こ
に
参
加
で

き
な
い
人
も
い
る
し
、行
っ
た
ら
行

っ
た
き
り
で
お
客
さ
ん
で
し
か
な

い
し
。

東
京
で
開
か
れ
た
あ
る
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
ら
、至
れ
り
尽
く
せ

り
で
、か
え
っ
て
申
し
訳
な
く
感
じ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

鈴
木
　
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
も
ら

っ
て
も
、一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
は
残
念
で
す
よ

ね
。

篠
原
　
今
後
、避
難
生
活
が
長
期

に
わ
た
る
方
も
わ
か
っ
て
き
て
い

る
。支
援
を
う
け
る
と
き
に
お
客
様

扱
い
だ
と
、じ
ぶ
ん
た
ち
の
生
活
を

取
り
戻
す
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
。

「
支
援
す
る
／
さ
れ
る
」じ
ゃ
な

く
て
、ど
う
い
う
風
に
生
活
や
情
報

交
換
の
場
を
作
っ
て
い
っ
た
ら
い

い
の
か
が
、今
後
の
課
題
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

み
ん
な
拠
り
所
を
求
め
て
い
る

編
集
部
　
こ
ち
ら
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
皆
さ
ん
は
、そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー

プ
の
リ
ー
ダ
ー
で
中
心
的
に
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。周
り
の
方
の
状
況

や
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
を
お
話
い
た

だ
け
ま
す
か
？

新
妻
　
一
歩
会
で
は
、越
谷
市
の

中
島
地
区
に
畑
を
借
り
て
、ジ
ャ
ガ

イ
モ
な
ど
の
栽
培
を
お
こ
な
っ
て

い
る
の
で
す
が
、今
後
も
、も
の
を

作
っ
て
、収
穫
し
て
、と
い
う
こ
と

を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。今
日
も
挨
拶
に
回
っ
て
き
ま

し
た
。地
域
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し

て
、基
本
は
今
ま
で
ど
お
り
動
い
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
き
で
は
、分
断
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。例
え
ば
仮
設
の
中
で
、車

へ
の
落
書
き
は
、本
当
に
あ
り
ま

す
。い
わ
き
で
は
各
町
の
仮
設
住
宅

が
ど
ー
ん
と
建
っ
て
い
て
、目
立
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。

篠原 美陽子さん
2011年3月に浪江
町から鴻巣市に避難
され、2011年12月
から会報誌「想い」を
発行。

佐藤 純俊さん
2011年3月に富岡町から杉戸
町に避難され、杉戸町を中心とし
た避難者グループ「杉戸元気会」
の会長を務める。



8

2013春の号外 2013年3月11日発行

少
し
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
よ
う
に
、私
は
、「
犬
を

連
れ
て
い
く
と
き
は
、必
ず
袋
を
も

っ
て
い
く
よ
う
に
」「
ゴ
ミ
は
み
ん

な
で
片
付
け
よ
う
」と
周
り
に
声
を

か
け
て
い
ま
す
。み
ん
な
あ
ま
り
挨

拶
し
な
い
け
ど
、俺
は
犬
に
も
挨
拶

す
る
ぞ
、と（
笑
）。

佐
藤
　
み
ん
な
、拠
り
所
を
求
め

て
い
る
ん
で
す
。

今
さ
れ
て
い
る
賠
償
は
、「
東
電

が
加
害
者
の
当
事
者
、保
証
人
が

国
」と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
ま

す
。原
発
被
害
者
と
し
て
は
第
一
原

発
か
ら
何
キ
ロ
と
い
う
考
え
方
に

な
る
け
れ
ど
、私
の
提
案
と
し
て

は
、放
射
性
物
質
の
線
量
で
考
え
る

べ
き
だ
し
、国
策
で
や
っ
て
い
た
と

い
う
大
き
な
括
り
は
忘
れ
な
い
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

今
回
の
こ
と
は「
東
電
ど
う
の
こ

う
の
」も
そ
う
だ
け
ど
、そ
の
背
景

に
あ
る
も
の
を
考
え
た
ほ
う
が
い

い
。私
た
ち
は
現
在
地
を
ど
こ
に
い

る
の
か
見
失
う
と
、孤
独
感
、孤
立

感
が
と
て
も
あ
る
。現
在
地
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
と
い
う
、歴
史
的
ス
パ

ン
も
み
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

仲
間
た
ち
を
預
か
っ
て
い
る
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、そ
こ
は
ぶ
れ
な
い

と
い
う
責
任
が
あ
る
。ど
こ
に
自
分

た
ち
が
い
て
、ど
こ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
、と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
た

上
で
、仲
間
づ
く
り
、組
織
づ
く
り

を
し
て
い
け
れ
ば
い
い
。

ぶ
れ
て
も
い
い
の
か
な
、と

篠
原
　
私
は
、自
分
自
身
が
ぶ
れ

て
い
る
の
を
表
面
に
出
し
て
も
い

い
の
か
な
、と
思
っ
て
い
ま
す
。ぶ

れ
て
い
る
私
を
み
な
が
ら
、「
震
災

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」と
一
緒
に
考
え

て
も
ら
え
れ
ば
い
い
か
な
、と
。

そ
れ
に
、私
が
わ
か
ら
な
い
気
持

ち
も
あ
り
ま
す
。私
に
は
、自
主
避

難
の
方
々
、津
波
で
被
災
し
た
方
々

の
実
際
の
辛
さ
は
わ
か
り
き
れ
な

い
。そ
れ
な
ら
、わ
か
り
あ
え
る
人

同
士
を
会
わ
せ
ら
れ
た
ら
い
い
か

な
、架
け
橋
を
作
っ
て
い
け
ば
い
い

の
か
な
、と
。

賠
償
の
相
談
と
い
う
の
も
、ひ
と

つ
の
窓
口
で
す
。賠
償
格
差
を
知
っ

て
い
る
の
で
、救
え
な
い
人
た
ち
も

い
る
っ
て
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、じ

ゃ
あ
ど
う
し
よ
う
か
な
と
、賠
償
相

談
会
を
開
い
た
ん
で
す
。「
想
い
」の

活
動
と
し
て
東
京
電
力
の
賠
償
相

談
会
を
行
っ
て
い
て
、2
月
に
開
催

す
る
相
談
会
が
第
6
回
目
に
な
り

ま
す
。ま
た
、鴻
巣
市
に
何
か
お
願

い
す
る
と
き
も
、行
政
の
方
の
お
人

柄
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、対

人
が
大
切
な
ん
だ
な
、と
思
っ
て
い

ま
す
。

鴻
巣
で
は
他
の
グ
ル
ー
プ
の
よ

う
に
組
織
化
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

い
ざ
と
な
る
と
た
く
さ
ん
の
人
が

相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
し
、手
伝
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。人
を
も
て
な

す
、人
を
思
い
や
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
の
気
持
ち
が
、皆
さ
ん
を
動
か
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
お
変
わ
り
な
い
？
」と
い
う
、ち
ょ

っ
と
し
た
心
遣
い
の
延
長
に
、そ
の

支
援
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

鴻
巣
で
昨
年
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

し
た
と
き
に
同
じ
団
地
に
避
難
中

の
マ
マ
達
に
、新
聞
記
事
の
ス
ク
ラ

ッ
プ
を
つ
く
る
作
業
を
お
願
い
し
た

り
し
ま
し
た
。
助
成
金
を
い
た
だ
い

た
の
で
、こ
う
し
た
ち
ょ
っ
と
し
た

お
手
伝
い
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
は
、3
月

31
日
に「
あ
る
あ
る
い
ろ
い
ろ
相
談

会
」を
開
い
て
、司
法
書
士
の
先
生

が
来
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。必
要
な
こ
と
を
、相
談
で
き

れ
ば
い
い
な
、と
。最
初
に
座
談
会

を
や
っ
て
、ラ
ン
チ
を
食
べ
て
、司

法
書
士
の
方
が
ど
う
い
う
方
か
を

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
表
を
渡
し
て
、待
っ
て
い
る

時
間
を
有
効
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

団
地
か
ら
全
域
へ

橘
　
今
は
、シ
ラ
コ
バ
ト
団
地
か

ら
上
尾
全
域
へ
、と
い
う
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

周
り
の
避
難
し
た
人
た
ち
の
状

況
と
し
て
、出
て
く
る
人
は
出
て
く

る
け
ど
、出
て
こ
な
い
人
は
出
て
こ

な
い
。そ
こ
で
、個
別
訪
問
を
し
て
、

困
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
こ
う
か
な

と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
と
は
、「
ひ
ま
わ
り
」の
食
事
会

を
毎
月
開
い
て
い
る
ん
で
す
が
、

「
行
っ
て
も
い
い
か
な
」と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
考
え
て

い
ま
す
。案
内
状
に「
自
治
会
の
き

れ
い
ど
こ
ろ
を
揃
え
ま
し
た
」と
書

い
た
り（
笑
）、家
で
作
っ
て
い
た
料

理
と
か
持
っ
て
き
て
も
ら
っ
て
お

互
い
に
ふ
る
ま
う
会
に
し
た
り
。昨

年
の
忘
年
会
の
と
き
は
、持
ち
寄
り

に
し
ま
し
た
。ち
な
み
に
自
分
は
、

ロ
ー
ル
白
菜
と
角
煮
を
作
り
ま
し

た
！鈴

木
　
鳩
山
町
に
は
避
難
者
の

会
と
い
う
の
が
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
、

そ
も
そ
も
の
避
難
形
態
が「
社
宅
」

な
ん
で
す
。私
た
ち
が
入
っ
て
く
る

前
に
、町
に
呼
び
か
け
て
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
部
屋
を
掃
除
し
、

カ
ー
テ
ン
を
つ
け
て
く
れ
た
。毎

月
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
が

傾
聴
の
会
や
パ
ラ
ソ
ル
カ
フ
ェ
を

開
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
、富
岡
町
は
夜
ノ
森

の
花
見
が
有
名
で
す
よ
ね
。埼
玉
県

で
花
見
は
や
ら
な
い
か
な
？

佐
藤
　
杉
戸
で
花
見
を
や
る
予

定
で
す
。杉
戸
高
野
台
で
4
月
6
日

に
や
っ
て
、7
日
は
幸
手
の
権
現
堂

に
夜
ノ
森
の
桜
が
1
本
植
わ
っ
て

い
る
の
で
、そ
の
根
元
で
。3
年
目

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、50
～
100
人
く

ら
い
集
ま
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、と

期
待
し
て
い
ま
す
。

継
続
し
て
、情
報
を
出
し
続
け

る
こ
と

編
集
部
　
い
ま
、「
住
ん
で
い
る

場
所
／
も
と
住
ん
で
い
た
場
所
」を

ク
ロ
ス
す
る
よ
う
な
交
流
会
が
必

要
な
の
で
は
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
期
化
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

今
の
活
動
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
、埼

玉
だ
け
で
は
な
く
、東
京
・
千
葉
・
栃

鴻巣・上尾合同クリスマス会
2012.12.15

3.11追悼式典・上尾シラコバト団地
2012.3.11
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木
・
茨
城
な
ど
に
広
が
っ
た
被
災
者

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

避
難
し
て
い
る
方
々
の
心
の
拠

り
所
は
ど
こ
か
、が
課
題
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

篠
原
　
い
ま
住
ん
で
い
る
場
所

に
関
し
て
は
、ま
ず
、ア
ク
セ
ス
の

問
題
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。例
え
ば

「
深
谷
で
や
る
よ
」と
言
わ
れ
て
も
、

地
図
が
な
い
と
わ
か
ら
な
い
人
も

い
る
、と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い

て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。

チ
ラ
シ
の
作
り
方
を
考
え
る
と

い
う
こ
と
も
必
要
な
こ
と
。プ
ラ
ス

α
も
し
て
い
か
な
い
と
、個
々
の
能

力
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、支
援
の

在
り
方
と
し
て
き
つ
い
の
で
は
、と

思
い
ま
す
。

新
妻
　
そ
れ
は
、仲
間
内
で
何
と

か
で
き
な
い
の
か
な
？
お
互
い
に

電
話
の
や
り
と
り
、仲
間
同
士
で
。

篠
原
　
 た
し
か
に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
う
こ
と
は
大

事
で
す
よ
ね
。「
こ
う
い
う
案
内
が

来
た
け
ど
、一
緒
に
行
か
な
い
？
」

と
い
う
。

た
だ
、声
を
か
け
や
す
く
す
る
た

め
に
、分
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
い

う
こ
と
は
大
事
か
な
、と
。そ
れ
が

な
い
と
、い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
止
ま

っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
し
。

鈴
木
　
避
難
元
に
つ
い
て
は
、楢

葉
町
や
浪
江
町
で
は
、首
都
圏
で
説

明
会
を
や
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。私
は

南
相
馬
市
に
、首
都
圏
で
何
回
か
説

明
会
を
や
っ
て
く
れ
、と
い
つ
も
お

願
い
し
て
い
る
ん
で
す
。小
高
区
の

人
た
ち
が
首
都
圏
の
ど
こ
に
い
る

か
知
り
た
い
、そ
れ
が
一
番
の
動
機

な
ん
で
す
が
。

佐
藤
　
富
岡
町
は
、昨
年
12
月
に

「
町
民
電
話
帳
」が
で
き
ま
し
た
。本

人
が
Ｏ
Ｋ
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る

の
で
す
が
、慎
重
に
取
り
扱
う
と
い

う
こ
と
で
、全
国
に
避
難
し
た
富
岡

町
民
の
住
所
や
電
話
番
号
が
載
っ

て
い
ま
す（
3
）。

篠
原
　
浪
江
町
で
も
、事
業
関
係

で
そ
う
い
う
動
き
が
始
ま
り
ま
し

た
。私
も
個
人
的
に
、状
況
を
掴
ん

で
い
る
人
に
お
手
紙
を
出
し
た
り

し
て
い
ま
す
。そ
れ
が
横
に
広
が
っ

て
い
け
ば
い
い
け
ど
、大
人
に
な
っ

て
か
ら
の
友
達
作
り
っ
て
、そ
う
簡

単
で
は
な
い
で
す
よ
ね
…
。

編
集
部
　
そ
う
い
う
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、今

後
、も
っ
と
行
政
と
連
携
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ち
な
み
に

「
福
玉
バ
ス
」（
3
ペ
ー
ジ
参
照
）は
、

浪
江
町
と
双
葉
町
が
行
政
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
く
れ
ま
し

た
。篠

原
　
埼
玉
県
内
の
各
グ
ル
ー

プ
で
も
、浪
江
の
人
が
何
人
、富
岡

の
人
が
何
人
と
い
っ
た
情
報
を
出

し
て
く
れ
る
と
、行
き
や
す
く
な
る

か
な
、と
も
思
い
ま
す
。継
続
し
て
、

情
報
を
だ
し
続
け
る
こ
と
に
意
義

を
感
じ
て
い
ま
す
。そ
れ
が
、き
っ

か
け
に
な
れ
ば
い
い
。人
と
の
つ
な

が
り
を
紡
い
で
、16
ペ
ー
ジ
の
会
報

誌
を
作
っ
て
い
ま
す
。

「
避
難
者
」「
支
援
者
」を
越
え

て
、人
と
し
て
想
い
合
う

編
集
部
　
最
後
に
一
言
、「
こ
う

し
て
ほ
し
い
、こ
う
し
た
い
」な
ど
、

お
話
し
て
く
だ
さ
い
。

新
妻
　
み
な
さ
ん
の
活
動
に
、あ

り
が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。私
個
人

の
考
え
で
す
が
、一
歩
会
の
テ
ー
マ

は
、避
難
者
を
越
え
て
、想
い
あ
う

こ
と
で
強
く
な
る
。み
な
さ
ん
に
も

そ
の
輪
に
入
っ
て
も
ら
う
。例
え
ば

畑
で
、地
域
の
人
と
汗
を
流
し
て
も

の
を
作
る
と
い
う
の
は
、と
て
も
い

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
杉
戸
で
、社
会
福
祉
に
特

化
し
た
N
P
O
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。杉
戸
、幸
手
、宮
代
の
3
市
町
に

お
世
話
に
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
有
志

の
方
と
連
携
が
取
れ
て
き
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
N
P
O
の
ひ
と
つ
の

モ
デ
ル
に
な
れ
ば
い
い
。そ
れ
が
埼

玉
に
広
が
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

篠
原
　
杉
戸
は
理
想
的
で
す
よ

ね
。
で
も
組
織
に
す
る
と
な
る
と
、

マ
イ
ペ
ー
ス
な
私
に
は
無
理
だ
な

（
笑
）。
私
は
一�

�
で
あ
り
た
い
し
、一�

�
で

い
い
の
か
な
。
と
。
み
ん
な
も
一
だ

か
ら
、一�

�
と
一�

�
が
寄
り
添
え
た
り
し
た

ら
い
い
な
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
3
．11
が
来
る
の
で
、

ま
た
向
き
合
わ
な
い
と
な
ら
な
い
。

会
報
誌
9
号
を
完
成
さ
せ
、上
尾
の

黙
祷
の
会
の
お
手
伝
い
を
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

橘
　
今
日
は
、鴻
巣
と
の
つ
な
が

り
、上
尾
の
組
織
化
に
つ
い
て
お
話

し
ま
し
た
が
、も
う
ひ
と
つ「
た
く

ら
み
」が
あ
っ
て
来
ま
し
た
。黙
祷

の
会
の
宣
伝
で
す（
笑
）。皆
さ
ん
、

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木
　
私
は
終
の
棲
家
に
つ
い

て
考
え
て
い
ま
す
。福
島
県
は
戻
っ

て
こ
い
と
い
う
話
で
す
が
、復
興
住

宅
を
首
都
圏
で
ぼ
ん
と
斡
旋
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。廃
校
な
ど
を
活
用

し
て
、ゆ
る
い
被
災
者
だ
け
の
住
宅

を
で
き
な
い
か
、と
考
え
て
い
ま

す
。篠

原
　
あ
、さ
っ
き
の
お
客
様
の

話
で
す
が
、一
つ
の
例
と
し
て
、ク

リ
ス
マ
ス
会
は
、片
づ
け
を
み
ん
な

で
や
り
ま
し
た
。そ
う
す
る
と
、お

客
さ
ま
で
は
な
く
な
る
ん
で
す
。ま

た
、掃
除
し
な
が
ら
で
も
話
が
で
き

る
！編

集
部
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
2
月
11
日
、越
谷
市
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
に
て
）

（
1
）楢
葉
町
の
緊
急
雇
用
対
策
と
し

て
、双
葉
署
と
連
携
し
な
が
ら
、緊

急
時
避
難
準
備
区
域
か
ら
解
除
さ

れ
た
地
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
活

動
。

（
2
）警
戒
区
域
の
住
民
が
、地
区
ご
と

に
順
番
で
、安
全
上
必
要
な
装
置
を

付
け
て
自
宅
に
短
時
間
戻
る
こ
と
。

（
3
）三
宅
島
噴
火
災
害（
2
0
0
0
年
）

の
全
島
避
難
の
際
に
作
ら
れ
た「
島

民
電
話
帳
」を
モ
デ
ル
に
、富
岡
町

が
発
行
し
て
い
る
電
話
帳
。
初
版

で
は
全
世
帯
の
約
4
分
の
1
の
住

所
・
電
話
番
号
が
掲
載
さ
れ
た
。

「東松山・鳩山合同ふるさと交流会」
にて40年ぶりに再会した二人
2012.12.22

越谷市中島地区での一歩会のじゃが
いも収穫　2012.7.21
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●
福
島
と
埼
玉
の
間
で
落
ち
着
か

な
い
気
持
ち

6
人
の
方
々
の
う
ち
、早
い
方
は

震
災
直
後
、
遅
い
方
は
昨
年
の
夏

に
、
埼
玉
に
避
難
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
一
度
は
福
島
に
戻
っ
て
か
ら
再

び
埼
玉
に
避
難
し
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ま
ず
、
皆
さ
ん
に
共

通
し
て
い
る
の
が
、
福
島
と
埼
玉
の

間
で
落
ち
着
か
な
い
気
持
ち
で
し

た
。「

離
れ
れ
ば
離
れ
る
ほ
ど
、
福
島

に
戻
り
づ
ら
く
な
る
。
だ
か
ら
と
言

っ
て
埼
玉
に
永
住
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
な
気
持
ち
が

す
る
。
」

「
洗
濯
物
を
干
し
て
い

る
時
に
、ふ
と
、『
な
ん
で

こ
こ
に
い
る
ん
だ
っ

け
？
』
っ
て
思
う
。
」

「
私
も
、
子
ど
も
の
入

学
式
で
、
『
な
ん
で
こ
の
入
学
式
に

出
席
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
』
と
思

っ
た
。
」

●
福
島
に
残
っ
た
家
族
や
地
元
の

自
治
体
と
の
関
係

そ
ん
な
気
持
ち
は
、
福
島
に
残

っ
た
ご
家
族
に
な
か
な
か
理
解
し

て
も
ら
え
ず
、
苦
し
い
思
い
を
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
複
数
の
方
々

が
、
義
理
の
ご
両
親
か
ら
「
気
に
し

す
ぎ
、
神
経
質
に
な
り
す
ぎ
」
と
言

わ
れ
た
経
験
を
お
持
ち
で
し
た
。

ま
た
、
義
理
の
ご
両
親
と
の
関
係

が
、
福
島
に
戻
る
の
を
難
し
く
し
て

い
る
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

「
福
島
に
戻
っ
た
ら
、
同
じ
市
内

で
少
し
で
も
線
量
の
低
い
場
所
に

ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
住
み
た
い
と
思

う
け
ど
…
。
も
と
も
と
義
理
の
両
親

と
一
緒
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
別
の

家
に
住
む
と
は
言
え
な
く
て
。
」

さ
ら
に
、
ど
の
方
も
、
地
元
の
市

役
所
の
対
応
で
の
切
な
い
思
い
を

し
た
経
験
を
お
持
ち
で
し
た
。

「
こ
ち
ら
は
低
姿
勢
で
お
願
い
し

て
も
、
『
な
ん
な
ら
、
関
東
に
住
ん

で
く
だ
さ
い
』
と
ま
で
言
わ
れ
て
シ

ョ
ッ
ク
で
し
た
。
い
ず
れ
帰
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

お
金
を
か
け
て
電
話
を
か
け
て
い

る
の
に
…
。
」

●
ご
主
人
と
の
関
係

母
子
で
避
難
し
た
方
々
の
場
合
、

福
島
県
に
残
っ
て
い
る
ご
主
人
が
、

週
1
回
～
月
1
回
の
頻
度
で
こ
ち

ら
に
来
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ご

主
人
に
感
謝
を
し
つ
つ
、
高
速
道
路

料
金
の
経
済
的
負
担
や
ご
主

人
の
体
力
的
負
担
に
つ
い

て
、
口
々
に
心
配
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

「
高
速
道
路
が
無
料

の
う
ち
は
、
自
分
も
頻
繁
に
帰
っ

て
、
主
人
も
こ
っ
ち
に
来
て
た
ん
で

す
け
ど
、
4
月
か
ら
無
料
が
解
除
さ

れ
た
と
同
時
に
、
子
ど
も
が
ス
ポ
少

に
入
っ
た
の
で
、
週
末
に
も
帰
る
こ

と
も
で
き
な
く
な
っ
て
…
。
子
ど
も

は
『
パ
パ
、
パ
パ
』
っ
て
泣
い
て
ば

か
り
で
。
」

「
旦
那
が
帰
る
の
は
、子
ど
も
が
寝

て
か
ら
、
夜
中
の
3
時
く
ら
い
。
『
高

速
で
寝
た
ら
マ
ズ
イ
だ
ろ
』っ
て
濡
れ

た
鉢
巻
を
頭
に
巻
く
姿
を
見
て
、泣

き
そ
う
に
な
っ
た
。
つ
い
、『
そ
こ
ま

で
し
て
、こ
っ
ち
に
来
さ
せ
て
い
い
の

か
な
？
』と
思
っ
て
し
ま
う
。
」

●
仕
事
の
こ
と

埼
玉
で
の
避
難
生
活
に
は
、幼
稚

園
の
入
園
料
を
福
島
と
埼
玉
で
二

重
に
払
う
な
ど
、
経
済
的
な
負
担
も

か
か
っ
て
い
ま
す
。
お
仕
事
を
始
め

た
い
と
思
い
つ
つ
、
条
件
に
合
う
仕

事
が
見
つ
か
ら
ず
に
困
っ
て
い
る

方
が
い
ま
し
た
。

「
母
子
避
難
だ
と
、
仕
事
が
な
か

な
か
探
せ
な
い
。
一
時
帰
宅
と
か
子

ど
も
の
こ
と
が
あ
る
し
。
」

そ
の
中
で
、内
職
を
始
め
た
方
も

2
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
内
職

に
は
、
や
り
が
い
に
つ
な
が
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
子
育
て

の
合
間
に
は
な
か
な
か
難
し
い
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

「
私
は
内
職
を
友
達
に
紹
介
し
て

も
ら
っ
て
、
1
ヶ
月
に
1
万
円
ぐ
ら

い
し
か
な
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
。
会

社
の
人
に
『
が
ん
ば
っ
た
ね
』
と
言
っ

て
も
ら
え
る
と
、
必
要
と
さ
れ
て
い

る
感
じ
で
、
う
れ
し
い
。
無
心
に
な

れ
る
時
間
が
で
き
て
、
気
持
ち
に
張

り
合
い
が
出
て
き
た
か
も
。
」

「
私
も
内
職
を
し
た
ん
で
す
け

ど
、
下
の
子
が
小
さ
く
て
昼
間
は
で

き
な
く
て
、
夜
中
に
寝
な
い
で
仕
事

を
し
た
ら
身
体
を
壊
し
て
し
ま
っ
て

…
。
」

●
い
ま
必
要
な
支
援

最
後
に
、い
ま
必
要
な
支
援
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
な
声
が
あ
り
ま

し
た
。

「
交
流
会
に
行
く
ま
で
の
1
年
近

く
は
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
ま
ま
で
し

た
。
で
も
、
参
加
し
て
み
た
ら
、
人

の
つ
な
が
り
が
で
き
て
、
不
安
が
少

し
解
消
さ
れ
た
。
し
て
も
ら
う
ば
か

り
で
申
し
訳
な
い
な
っ
て
思
う
ん
で

す
け
ど
、
出
来
る
限
り
参
加
し
た
い

で
す
。
」

「
E
T
C
の
割
引
と
か
が
あ
れ
ば

い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。
」

「
子
ど
も
か
ら
離
れ
る
時
間
が
欲

し
い
な
、
て
思
い
ま
す
。
福
島
だ
と

千
円
で
9
時
間
預
か
っ
て
く
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
。
そ
う
い
う
チ

ケ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
」

「
自
分
が
病
気
や
緊
急
事
態
の
時

に
来
て
も
ら
っ
て
、
子
ど
も
を
見
て

く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
い
で
す

ね
。

こ
っ
ち
で
は
ま
だ
、
マ
マ
友
も

そ
れ
ほ
ど
い
な
い
し
…
。
」

他
方
で
、こ
ん
な
声
も
聞
こ
え
ま

し
た
。

「
震
災
か
ら
1
年
半
も
経
つ
と
、

ど
こ
ま
で
甘
え
て
い
い
の
か
わ
か
ら

な
く
て
、
迷
い
ま
す
。
自
立
し
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
て

…
。
」今

後
の
こ
と
に
つ
い
て
、お
ひ
と

り
の
方
は
こ
の
春
に
福
島
に
戻
る

こ
と
を
決
意
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

他
の
方
々
は
、少
な
く
と
も
現
在
の

住
宅
に
い
ら
れ
る
来
年
の
春
ま
で

は
埼
玉
で
生
活
す
る
予
定
で
、そ
の

後
の
こ
と
は
ま
だ
迷
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

福
玉
便
り
編
集
部
で
は
、今
後

も
、自
主
避
難
者
の
方
々
や
お
子
さ

ん
を
抱
え
た
お
母
さ
ん
方
を
対
象

に
し
た
企
画
を
実
施
し
な
が
ら
、必

要
な
支
援
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意

見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、貴

重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
）　（
編
集
部
・
原
田
）

「
洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
時

に
、ふ
と
、『
な
ん
で
こ
こ
に
い

る
ん
だ
っ
け
？
』っ
て
思
う
。
」

「
自
主
避
難
」と
は
、国
の
指
示
で

は
な
く
、自
分
の
意
思
で
避
難
を
選

択
す
る
こ
と
で
す
。

「
ど
う
し
て
国
の
指
示
が
な
い
の

に
、避
難
す
る
の
？
」と
、思
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
自
主
避
難
」を
さ
れ
て
い
る
多
く
の

方
は
、「
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
た

め
に
被
ば
く
を
少
し
で
も
避
け
た

い
」と
い
う
想
い
を
、行
動
に
移
さ

れ
た
方
た
ち
で
す
。

埼
玉
県
内
に
も
母
子
で
避
難
さ

れ
て
い
る
方
を
中
心
に
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
多
く
の
方

が
、十
分
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い

ま
ま
、福
島
の
家
族
と
の
二
重
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
選
択
を
迫
ら
れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
理
由

「
た
だ
ち
に
健
康
に
影
響
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
」と
さ
れ
る
低

線
量（
※
）で
の
被
ば
く
は
、実
際

「
た
だ
ち
」で
は
な
い
だ
け
に
、そ
の

影
響
は
す
ぐ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
あ
る

か
も
し
れ
な
い
し
、な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
専
門
家
で
も
意
見
が
分

か
れ
て
い
ま
す
。
地
元（
福
島
県
な

ど
比
較
的
線
量
の
高
い
地
域
）で
生

活
・
子
育
て
を
す
る
こ
と
が
、安
全

か
ど
う
か
、十
分
な
情
報
の
な
い
中

で
、多
く
の
人
が
判
断
を
迫
ら
れ
る

状
況
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

事
故
以
前
は「
年
間
１
ｍ
Ｓ
ｖ
」だ

っ
た
基
準
が
、突
然
20
倍
の「
年
間

20
ｍ
Ｓ
ｖ
」許
容
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
を
子
ど
も
に
す
ら
適
応
さ
せ

る
事
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、

事
故
当
初
は
分
か
ら
な
か
っ
た
自
分

の
住
む
地
域
の
線
量
が
、少
し
ず
つ

あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
、ま

た
、政
府
や
東
電
の
事
故
後
の
対
応

を
み
て
、情
報
を
簡
単
に
信
じ
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
等
、さ

ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
、避
難
を
決
意

さ
れ
た
方
々
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

◇
放
射
線
被
ば
く
に
よ
る
健

康
影
響
と
は
？

専
門
家
の
中
に
は
子
ど
も
へ
の

放
射
線
被
ば
く
の
影
響
は
大
人
の
３

～
10
倍
だ
と
言
う
方
も
い
ま
す
。
ま

た
、放
射
線
に
よ
る
健
康
影
響
は

「
白
内
障
」「
白
血
病
」「
甲
状
腺
ガ

ン
」の
３
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、専

門
家
に
よ
っ
て
、あ
る
い
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
政
府
な
ど
は
、そ
れ
以
外
の
症

状
も
被
ば
く
の
影
響
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
、と
発
表
し
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
放
射

線
に
よ
る
健
康
影
響
に
つ
い
て
、25

年
以
上
経
っ
た
今
で
す
ら
、は
っ
き

り
し
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
い
な

い
の
で
す
。

◇
甲
状
腺
検
査
と
健
康
へ
の

願
い

福
島
県
に
よ
る
、18
歳
以
下（
原

発
事
故
時
）だ
っ
た
子
ど
も
を
対
象

と
し
た
甲
状
腺
検
査
の
先
行
調
査

（
２
０
１
１
年
）で
は
、３
名
の
甲
状

腺
癌
、７
名
の
甲
状
腺
ガ
ン
の
疑
い

と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す（
平
成
25
年

３
月
５
日
現
在
）。
原
発
事
故
の
影

響
を
否
定
し
な
が
ら
も
、「
断
定
は

で
き
な
い
の
で
、き
っ
ち
り
見
て
い

く
」と
し
て
い
ま
す
。

行
政
主
導
の
健
康
調
査
は
順
番

を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、

本
来
、不
要
で
あ
っ
た
様
々
な
健
康

検
査
も
、自
費
で
行
い
な
が
ら
、子

ど
も
の
健
康
維
持
を
願
い
、考
え
続

け
る
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
を
だ
い

じ
に
し
た
い

放
射
能
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
、す
ぐ
に
は
わ
か
ら
な
い
、目
に
は

み
え
な
い
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、判

断
は
人
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
ま
す
。
違

う
判
断
を
し
た
人
ど
う
し
が
関
係

を
維
持
し
て
い
く
難
し
さ
は
、福
島

の
人
に
か
ぎ
ら
ず
、関
東
・
埼
玉
で

子
育
て
中
の
親
も
、同
じ
よ
う
に
感

じ
て
き
た
2
年
間
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
六
月
に
成
立
し
た「
原
発
事

故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」で
は
、

一
定
の
線
量
以
上
の
放
射
線
被
ば
く

が
予
想
さ
れ
る「
支
援
対
象
地
域
」

か
ら
の
避
難
、居
住
、帰
還
と
い
っ
た

選
択
を
、被
災
者
が
自
ら
の
意
思
に

よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
支
援
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。
避

難
す
る
人
も
、と
ど
ま
る
人
も
、ど
ち

ら
の
選
択
を
し
た
場
合
も
、国
が
支

援
す
る
、と
。し
か
し
、ま
だ
施
策
と

し
て
は
な
に
も
実
行
さ
れ
て
お
ら

ず
、広
域
避
難
を
さ
れ
て
い
る
方
々

は
、日
々
、悩
み
な
が
ら
、迷
い
な
が

ら
、と
ま
ど
い
な
が
ら
、慣
れ
な
い
土

地
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
選
択
を
、互
い
に
だ
い
じ
に
し
な

が
ら
、次
の
暮
ら
し
を
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
左

の
座
談
会
を
お
読
み
い
た
だ
き
、お

母
さ
ん
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
、想

い
を
想
像
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。（
編
集
部
 伊
藤
）

（
※
）「
低
線
量
」と
は
お
よ
そ
200
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
下
の
放
射
線
量
を
指
し
ま
す
。

「
自
主
避
難
」

と
い
わ
れ
る

避
難
形
態
を
、

ご
存
知
で
す
か
？

福
玉
便
り
9
号
よ
り
転
載
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●
福
島
と
埼
玉
の
間
で
落
ち
着
か

な
い
気
持
ち

6
人
の
方
々
の
う
ち
、早
い
方
は

震
災
直
後
、
遅
い
方
は
昨
年
の
夏

に
、
埼
玉
に
避
難
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
一
度
は
福
島
に
戻
っ
て
か
ら
再

び
埼
玉
に
避
難
し
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ま
ず
、
皆
さ
ん
に
共

通
し
て
い
る
の
が
、
福
島
と
埼
玉
の

間
で
落
ち
着
か
な
い
気
持
ち
で
し

た
。「

離
れ
れ
ば
離
れ
る
ほ
ど
、
福
島

に
戻
り
づ
ら
く
な
る
。
だ
か
ら
と
言

っ
て
埼
玉
に
永
住
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
な
気
持
ち
が

す
る
。
」

「
洗
濯
物
を
干
し
て
い

る
時
に
、ふ
と
、『
な
ん
で

こ
こ
に
い
る
ん
だ
っ

け
？
』
っ
て
思
う
。
」

「
私
も
、
子
ど
も
の
入

学
式
で
、
『
な
ん
で
こ
の
入
学
式
に

出
席
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
』
と
思

っ
た
。
」

●
福
島
に
残
っ
た
家
族
や
地
元
の

自
治
体
と
の
関
係

そ
ん
な
気
持
ち
は
、
福
島
に
残

っ
た
ご
家
族
に
な
か
な
か
理
解
し

て
も
ら
え
ず
、
苦
し
い
思
い
を
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
複
数
の
方
々

が
、
義
理
の
ご
両
親
か
ら
「
気
に
し

す
ぎ
、
神
経
質
に
な
り
す
ぎ
」
と
言

わ
れ
た
経
験
を
お
持
ち
で
し
た
。

ま
た
、
義
理
の
ご
両
親
と
の
関
係

が
、
福
島
に
戻
る
の
を
難
し
く
し
て

い
る
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

「
福
島
に
戻
っ
た
ら
、
同
じ
市
内

で
少
し
で
も
線
量
の
低
い
場
所
に

ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
住
み
た
い
と
思

う
け
ど
…
。
も
と
も
と
義
理
の
両
親

と
一
緒
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
別
の

家
に
住
む
と
は
言
え
な
く
て
。
」

さ
ら
に
、
ど
の
方
も
、
地
元
の
市

役
所
の
対
応
で
の
切
な
い
思
い
を

し
た
経
験
を
お
持
ち
で
し
た
。

「
こ
ち
ら
は
低
姿
勢
で
お
願
い
し

て
も
、
『
な
ん
な
ら
、
関
東
に
住
ん

で
く
だ
さ
い
』
と
ま
で
言
わ
れ
て
シ

ョ
ッ
ク
で
し
た
。
い
ず
れ
帰
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

お
金
を
か
け
て
電
話
を
か
け
て
い

る
の
に
…
。
」

●
ご
主
人
と
の
関
係

母
子
で
避
難
し
た
方
々
の
場
合
、

福
島
県
に
残
っ
て
い
る
ご
主
人
が
、

週
1
回
～
月
1
回
の
頻
度
で
こ
ち

ら
に
来
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ご

主
人
に
感
謝
を
し
つ
つ
、
高
速
道
路

料
金
の
経
済
的
負
担
や
ご
主

人
の
体
力
的
負
担
に
つ
い

て
、
口
々
に
心
配
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

「
高
速
道
路
が
無
料

の
う
ち
は
、
自
分
も
頻
繁
に
帰
っ

て
、
主
人
も
こ
っ
ち
に
来
て
た
ん
で

す
け
ど
、
4
月
か
ら
無
料
が
解
除
さ

れ
た
と
同
時
に
、
子
ど
も
が
ス
ポ
少

に
入
っ
た
の
で
、
週
末
に
も
帰
る
こ

と
も
で
き
な
く
な
っ
て
…
。
子
ど
も

は
『
パ
パ
、
パ
パ
』
っ
て
泣
い
て
ば

か
り
で
。
」

「
旦
那
が
帰
る
の
は
、子
ど
も
が
寝

て
か
ら
、
夜
中
の
3
時
く
ら
い
。
『
高

速
で
寝
た
ら
マ
ズ
イ
だ
ろ
』っ
て
濡
れ

た
鉢
巻
を
頭
に
巻
く
姿
を
見
て
、泣

き
そ
う
に
な
っ
た
。
つ
い
、『
そ
こ
ま

で
し
て
、こ
っ
ち
に
来
さ
せ
て
い
い
の

か
な
？
』と
思
っ
て
し
ま
う
。
」

●
仕
事
の
こ
と

埼
玉
で
の
避
難
生
活
に
は
、幼
稚

園
の
入
園
料
を
福
島
と
埼
玉
で
二

重
に
払
う
な
ど
、
経
済
的
な
負
担
も

か
か
っ
て
い
ま
す
。
お
仕
事
を
始
め

た
い
と
思
い
つ
つ
、
条
件
に
合
う
仕

事
が
見
つ
か
ら
ず
に
困
っ
て
い
る

方
が
い
ま
し
た
。

「
母
子
避
難
だ
と
、
仕
事
が
な
か

な
か
探
せ
な
い
。
一
時
帰
宅
と
か
子

ど
も
の
こ
と
が
あ
る
し
。
」

そ
の
中
で
、内
職
を
始
め
た
方
も

2
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
内
職

に
は
、
や
り
が
い
に
つ
な
が
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
子
育
て

の
合
間
に
は
な
か
な
か
難
し
い
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

「
私
は
内
職
を
友
達
に
紹
介
し
て

も
ら
っ
て
、
1
ヶ
月
に
1
万
円
ぐ
ら

い
し
か
な
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
。
会

社
の
人
に
『
が
ん
ば
っ
た
ね
』
と
言
っ

て
も
ら
え
る
と
、
必
要
と
さ
れ
て
い

る
感
じ
で
、
う
れ
し
い
。
無
心
に
な

れ
る
時
間
が
で
き
て
、
気
持
ち
に
張

り
合
い
が
出
て
き
た
か
も
。
」

「
私
も
内
職
を
し
た
ん
で
す
け

ど
、
下
の
子
が
小
さ
く
て
昼
間
は
で

き
な
く
て
、
夜
中
に
寝
な
い
で
仕
事

を
し
た
ら
身
体
を
壊
し
て
し
ま
っ
て

…
。
」

●
い
ま
必
要
な
支
援

最
後
に
、い
ま
必
要
な
支
援
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
な
声
が
あ
り
ま

し
た
。

「
交
流
会
に
行
く
ま
で
の
1
年
近

く
は
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
ま
ま
で
し

た
。
で
も
、
参
加
し
て
み
た
ら
、
人

の
つ
な
が
り
が
で
き
て
、
不
安
が
少

し
解
消
さ
れ
た
。
し
て
も
ら
う
ば
か

り
で
申
し
訳
な
い
な
っ
て
思
う
ん
で

す
け
ど
、
出
来
る
限
り
参
加
し
た
い

で
す
。
」

「
E
T
C
の
割
引
と
か
が
あ
れ
ば

い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。
」

「
子
ど
も
か
ら
離
れ
る
時
間
が
欲

し
い
な
、
て
思
い
ま
す
。
福
島
だ
と

千
円
で
9
時
間
預
か
っ
て
く
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
。
そ
う
い
う
チ

ケ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
」

「
自
分
が
病
気
や
緊
急
事
態
の
時

に
来
て
も
ら
っ
て
、
子
ど
も
を
見
て

く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
い
で
す

ね
。

こ
っ
ち
で
は
ま
だ
、
マ
マ
友
も

そ
れ
ほ
ど
い
な
い
し
…
。
」

他
方
で
、こ
ん
な
声
も
聞
こ
え
ま

し
た
。

「
震
災
か
ら
1
年
半
も
経
つ
と
、

ど
こ
ま
で
甘
え
て
い
い
の
か
わ
か
ら

な
く
て
、
迷
い
ま
す
。
自
立
し
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
て

…
。
」今

後
の
こ
と
に
つ
い
て
、お
ひ
と

り
の
方
は
こ
の
春
に
福
島
に
戻
る

こ
と
を
決
意
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

他
の
方
々
は
、少
な
く
と
も
現
在
の

住
宅
に
い
ら
れ
る
来
年
の
春
ま
で

は
埼
玉
で
生
活
す
る
予
定
で
、そ
の

後
の
こ
と
は
ま
だ
迷
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

福
玉
便
り
編
集
部
で
は
、今
後

も
、自
主
避
難
者
の
方
々
や
お
子
さ

ん
を
抱
え
た
お
母
さ
ん
方
を
対
象

に
し
た
企
画
を
実
施
し
な
が
ら
、必

要
な
支
援
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意

見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、貴

重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
）　（
編
集
部
・
原
田
）

1
月
21
日
、東
松
山
サ
ン
・
コ
ー
ポ
ラ
ス
の
集
会
所
に

て
、母
子
も
し
く
は
家
族
で「
自
主
避
難
」を
し
た
お
母
さ

ん
た
ち
の
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。ご
参
加
い
た
だ
い

た
の
は
、郡
山
市
か
ら
さ
い
た
ま
市
に
避
難
し
た
A
さ

ん
、福
島
市
か
ら
嵐
山
町
に
避
難
し
た
B
さ
ん
、い
わ
き

市
か
ら
川
越
市
に
避
難
し
た
C
さ
ん
、郡
山
市
か
ら
東
松

山
市
に
避
難
し
た
D
さ
ん
、郡
山
市
か
ら
東
松
山
市
に
避

難
し
た
E
さ
ん
、い
わ
き
市
か
ら
東
松
山
市
に
避
難
し
た

F
さ
ん
。

埼
玉
に
避
難
し
た
経
緯
な
ど
を
自
己
紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
の
ち
、不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
今
の
気
持
ち

な
ど
に
つ
い
て
、少
し
ず
つ
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自主避難者懇談会
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1
．
生
活
支
援
に
つ
い
て

ま
ず
、ど
の
よ
う
な
生
活
支
援

を
期
待
し
て
い
る
か
尋
ね
た
と
こ

ろ
、図
1
の
よ
う
な
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。こ
の
う
ち
、特
に
回
答
が
多

か
っ
た
住
宅
に
関
す
る
期
待
と
し

て
、自
由
記
述
で
以
下
の
よ
う
な
不

安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

★

現
在
借
り
上
げ
住
宅
に
住
ん
で
い

ま
す
が
、
震
災
当
時
小
学
生
だ
っ

た
長
男
も
今
は
中
学
生
に
な
り
、

6
畳
2
間
の
ア
パ
ー
ト
で
家
族
5

人
で
は
あ
ま
り
に
も
狭
く
、
勉
強

す
る
に
も
下
の
子
2
人
が
テ
レ
ビ

を
見
た
り
し
て
い
る
と
集
中
す
る

事
が
で
き
な
く
、
せ
め
て
も
う
一

部
屋
あ
っ
た
ら
普
通
に
布
団
を
ひ

く
事
も
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
を
置
い

て
勉
強
さ
せ
る
事
も
で
き
る
の
に

…
と
思
う
日
々
で
す
。（
富
岡
町
、

三
十
代
女
性
）

★

今
、
県
営
住
宅
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、あ
く
ま
で
も
避
難
民
へ
の
提
供

で
あ
り
、
延
長
で
は
な
く
普
通
の

方
と
同
じ
家
賃
を
払
っ
て
住
め
な

い
の
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
一
か

ら
応
募
し
て
当
た
れ
ば
で
す
ね
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
ず
っ

と
い
て
い
い
と
な
れ
ば
、
妻
が
仕

事
し
た
り
保
育
園
へ
預
け
る
こ
と

も
可
能
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
と
住
ん
で
い

る
皆
さ
ん
と
仲
良
く
な
れ
た
の

に
、
ま
た
一
か
ら
や
り
直
し
と
い
う

と
か
な
り
き
つ
い
な
と
感
じ
て
い

ま
す
。（
い
わ
き
市
、二
十
代
男
性
）

同
じ
く
回
答
が
多
か
っ
た「
生
活

情
報
の
提
供
充
実
」に
関
し
て
は
、

以
下
の
よ
う
な
自
由
記
述
が
あ
り

ま
し
た
。

★

避
難
元
、避
難
先
ど
ち
ら
も
年
月

の
経
過
に
つ
れ
て
生
活
支
援
等
の

意
識
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る

感
が
す
る
。
ま
だ
ま
だ
普
通
の
生

活
の
中
で
不
便
さ
を
感
じ
る
事
は

多
々
あ
り
ま
す
し
、
困
り
ご
と
悩

み
ご
と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。（
南

相
馬
市
、五
十
代
男
性
）

★

避
難
先
の
生
活
を
送
る
上
で
地
元

の
情
報
が
知
り
た
い
。
福
島
県

民
＝
避
難
者
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
十
人
十
色
様
々
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
こ
と
を
、も
っ
と
気

に
か
け
て
欲
し
い
。（
富
岡
町
、四

十
代
女
性
）

ま
た
、自
主
避
難
し
た
方
々
を

中
心
に
、避
難
元
と
の
交
通
に
関
す

る
要
望
が
自
由
記
述
に
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

★

月
に
1
～
2
回
は
車
で
福
島
に
帰

っ
て
い
る
の
で
、高
速
料
金
や
ガ

ソ
リ
ン
代
な
ど
大
変
で
す
。せ
め

て
高
速
道
路
が
無
料
に
な
っ
て
く

れ
れ
ば
毎
週
末
に
は
父
親
に
会
わ

せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

の
に
、と
思
い
ま
す
。（
二
本
松
市
、

四
十
代
女
性
）

2
．
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
会
に
つ
い
て

期
待
す
る
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
会
に

つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、図
2
の
よ

う
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。埼
玉
県

内
で
は
各
地
で
交
流
会
が
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
が（
4
～
5
ペ
ー
ジ

の
マ
ッ
プ
参
照
）、地
域
に
よ
っ
て

交
流
会
の
有
無
に
バ
ラ
つ
き
が
あ

り
、自
由
記
述
で
以
下
の
よ
う
な
声

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

★

と
な
り
の
狭
山
市
で
は
福
島
か
ら

避
難
し
て
い
る
人
達
で
集
ま
る
交

流
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
の
を
聞

い
て
、入
間
市
で
も
そ
う
い
う
の

が
あ
る
と
い
い
な
あ
と
感
じ
て
ま

し
た
。
（
南
相
馬
市
、
四
十
代
女

性
）

★

秩
父
に
は
祭
り

な
ど
た
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
が
、
招
待
さ

れ
た
こ
と
が
な

い
。
招
待
さ
れ
た

ら
、
い
ず
れ
地
元

に
帰
っ
た
と
き

に
、
秩
父
の
良
さ

を
話
せ
る
と
思

う
。（
い
わ
き
市
、

五
十
代
男
性
）

★

蓮
田
市
近
郊
で

の
イ
ベ
ン
ト
が
も

う
少
し
多
い
と
、
参
加
し
や
す
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。（
浪
江
町
、

五
十
代
男
性
）

ま
た
、避
難
先
の
地
域
で
開
か
れ

る
交
流
会
だ
け
で
な
く
、同
じ
地

域
、同
じ
境
遇
の
方
と
集
ま
る
機
会

を
期
待
す
る
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

★

市
町
村
ご
と
の
交
流
に
し
な
い

と
、話
題
が
合
わ
な
い
。警
戒
区
域

等
、
市
町
村
ご
と
に
分
割
が
違
う

た
め
、
話
題
の
中
心
と
な
る
賠
償

で
齟
齬
を
生
じ
る
。（
南
相
馬
市
、

六
十
代
男
性
）

★

自
分
か
ら
自
主
避
難
生
活
で
あ
る

こ
と
は
言
え
ず
、
同
じ
立
場
の
方

と
交
流
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ

『
福
玉
便
り
』読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

昨
年
12
月
、『
福
玉
便
り
』編
集
部
に
住
所
を
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
る

500
世
帯
を
対
象
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。い
く
つ
か
の
地

域
で
は
避
難
者
の
方
々
同
士
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
を
配
布
し
て
く
だ

さ
り
、最
終
的
に
231
人
の
方
か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
に
、改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
と
自
由
記
述
か
ら
見
え
て
き
た
、避
難
者
の
方
々
の

現
状
や
今
後
に
つ
い
て
、お
伝
え
い
た
し
ま
す
。（
編
集
部
・
原
田
）

※ご回答いただいた方々の性別・年齢・
避難元の地域の分布は、以下の通りで
す。

〔性別〕男性76人、女性145人、未記入10人
〔年齢〕二九歳以下10人、三十代47人、
四十代37人、五十代42人、六十代54
人、七十歳以上29人、未記入12人

〔避難元の地域〕岩手県5人、宮城県11
人、福島県197人（浪江町39人、南相馬
市38人、富岡町34人、大熊町22人、双
葉町21人、いわき市10人、楢葉町8人、
福島市7人、その他18人）、その他2人
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ん
。地
元
に
帰
っ
て
も
、そ
の
話
題

に
ふ
れ
な
い
で
い
る
の
が
当
た
り

前
で
す
の
で
、
も
し
同
じ
状
況
の

方(
母
子
避
難
中)

と
お
話
が
で
き

る
場
が
あ
れ
ば
是
非
参
加
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。（
郡
山

市
、三
十
代
女
性
）

3
．
子
育
て
・
家
族
に
つ
い
て

中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
81
人
に
、子
育
て
に
関
す
る

支
援
へ
の
期
待
を
お
尋
ね
し
た
と

こ
ろ
、図
3
の
よ
う
な
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。ま
た
、自
由
記
述
で
は
、以

下
の
よ
う
な
切
実
な
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

★

避
難
先
で

の
病
院
、
子

育
て
支
援
等

さ
ま
ざ
ま
な

情
報
が
欲
し

い
。
娘
の
ト

イ
レ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
最

中
で
お
き
た

避
難
生
活
で

母
子
共
に
精

神
的
に
苦
し

い
。
紙
お
む

つ
の
支
援
は

と
て
も
助
か

り
ま
す
、
今

後
も
継
続
を

お
願
い
し
ま
す
。（
富
岡
町
、
四
十

代
女
性
）

★

埼
玉
県
内
で
健
康
診
断
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
、
指
定
さ
れ
た
病
院

は
県
に
2
か
所
く
ら
い
で
、
遠
く

て
行
け
ま
せ
ん
。
子
供
の
甲
状
腺

の
検
査
も
福
島
で
は
予
約
で
毎
週

水
曜
日
の
み
で
県
外
か
ら
は
な
か

な
か
学
校
休
ま
せ
て
は
連
れ
て
行

け
ま
せ
ん
。
福
島
県
外
で
受
診
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。（
飯
館
村
、五
十
代
女
性
）

家
族
に
つ
い
て
は
、高
齢
の
方
か

ら
も
、自
由
記
述
で
次
の
よ
う
な
悩

み
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

★

今
ま
で
息
子
夫
婦
、
孫
達
と
の
同

居
だ
っ
た
の
で
家
の
中
が
賑
や
か
で

し
た
が
現
在
は
大
人
だ
け
の
生
活

に
な
り
、
活
気
も
な
く

な
り
、た
ま
に
孫
が
泊

ま
り
に
来
る
の
を
待
っ

て
い
る
。
も
う
こ
の
先

一
緒
に
は
暮
ら
せ
な
い
、

こ
の
悲
し
さ
辛
さ
、
悔

し
さ
、
誰
に
ぶ
つ
け
た

ら
い
い
の
か
？（
南
相
馬

市
、六
十
代
女
性
）

4
．
仕
事
に
つ
い
て

震
災
前
と
現
在
の
仕

事
に
つ
い
て
、震
災
前

か
ら
何
ら
か
の
お
仕
事

を
し
て
い
た
169
名
の
回
答
を
集
計

し
た
と
こ
ろ
、図
4
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。自
由
記
述
で
は
、以
下
の

よ
う
な
声
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

★

被
災
者
向
け
の
雇
用
等
も
少
し
は

あ
る
の
で
す
が
、
男
性
で
肉
体
労

働
の
募
集
ば
か
り
、
女
性
は
看
護

師
の
募
集
の
み
。
20
社
以
上
面
接

を
受
け
ま
し
た
が
、
年
齢
で
難
し

い
と
の
回
答
で
す
。
新
卒
者
も
求

人
難
の
時
代
で
す
の
で
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
が
、各
社
、間
口
を
広
げ
て

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。（
大
熊

町
、五
十
代
女
性
）

5
．
今
後
の
生
活
の
予
定
に
つ
い
て

今
後
の
生
活
の
予
定
に
つ
い
て

尋
ね
た
と
こ
ろ
、図
5
の
よ
う
な
回

答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。な
お
、「
そ
の

他
」を
選
ん
だ
方

は
、ほ
と
ん
ど
が

「
迷
っ
て
い
る
」

「
決
め
ら
れ
な
い
」

「
家
族
の
意
見
が

バ
ラ
バ
ラ
で
ま
と

ま
ら
な
い
」と
書

か
れ
て
い
ま
し

た
。埼

玉
県
や
他
県

へ
の
定
住
を
希
望

し
て
い
る
方
、地

元
県
へ
の
帰
還
を

希
望
し
な
が
ら
す

ぐ
に
は
帰
れ
な
い
方
、定
住
と
帰
還

の
間
で
揺
れ
動
い
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
り
、い
ず
れ
も
難
し
い
選

択
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。自
由
記
述
で
も
、以
下

の
よ
う
な
声
が
あ
り
ま
し
た
。

★

平
成
23
年
3
月
11
日
以
前
の
双
葉
町

に
帰
り
た
い
。（
原
発
か
ら
）4
キ
ロ

以
内
の
住
宅
で
は
も
う
だ
め
か
？
第

2
の
人
生
生
活
に
こ
の
地
も
考
え
て

い
る（
双
葉
町
、六
十
代
女
性
）

★

震
災
前
か
ら
主
人
は
埼
玉
で
働
い
て

い
た
の
で
、
同
居
す
る
よ
う
に
な
り
、

1
年
と
8
か
月
に
な
り
ま
す
。
津
波

で
の
避
難
な
の
で
、以
前
住
ん
で
い

た
場
所
に
は
戻
れ
な
い
で
す
し
、か
と

言
っ
て
ず
っ
と
こ
こ
に
い
る
と
い
う
わ

け
で
も
な
く
。
困
っ
て
な
い
わ
け
で

も
な
い
け
ど
、
困
っ
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
…
。
あ
い
ま
い
な
ま
ま
に
き
て

し
ま
っ
て
、正
直
と
ま
ど
っ
て
い
ま
す
。

（
宮
城
県
山
元
町
、四
十
代
女
性
）

6
．
こ
れ
か
ら
の
支
援
に
向
け
て

こ
の
よ
う
に
、今
な
お
多
く
の
避

難
者
の
方
々
が
、住
宅
・
子
育
て
・
仕

事
な
ど
に
関
し
て
難
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、地
元

の
復
興
状
況
・
家
族
構
成
・
職
種
な

ど
を
背
景
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
た

ニ
ー
ズ
が
個
別
化
し
、埋
も
れ
や
す

く
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。こ
れ

か
ら
の
支
援
に
向
け
て
、

・
国
の
政
策
が
提
供
で
き
る
こ
と

（
高
速
道
路
料
金
の
減
免
、借
り
上

げ
住
宅
制
度
の
改
善
な
ど
）

・
埼
玉
県
内
の
各
自
治
体
が
提
供
で

き
る
こ
と（
子
育
て
支
援
や
病
院

の
情
報
提
供
な
ど
）

・
埼
玉
県
内
の
企
業
が
提
供
で
き
る

こ
と（
就
労
支
援
な
ど
）

・
避
難
者
の
方
々
自
身
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
提
供
で
き
る
こ
と（
交
流

会
の
開
催
な
ど
）

と
い
っ
た
役
割
分
担
と
連
携
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、よ
り
一
層

の
支
援
体
制
の
構
築
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

※
ア
ン
ケ
ー
ト
の
配
布
方
法
が
均
一
で
は

な
い
た
め
、各
設
問
の
回
答
分
布
や
比

率
は
、埼
玉
県
内
の
避
難
者
の
方
々
の

ご
意
見
を
必
ず
し
も
統
計
的
に
反
映
し

て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、紙

幅
の
都
合
上
、自
由
記
述
を
引
用
す
る

に
あ
た
っ
て
文
章
の
一
部
を
圧
縮
し
て

い
ま
す
。
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◉浪江風焼きそばのお店『倖助』

越谷市東越谷３丁目８−５ TEL 048-940-2881
平日11時〜14時 木曜日定休　土日祝11時〜17時

昨年1月の開店以来、東越谷ですっか
り地元のお店として根付いてきた浪江風
焼きそばのお店「倖助」。現在は南相馬
から避難してこられた渋谷美津子さんが
腕をふるっています。「だいぶ状況が変
わってきたね。福島に戻った人もいるし、仕事の関係で東京
に越して行った人もいる。私はここで暮らしていくのかなぁ、
まだわからないけど、だいたいね」…少しずつ日常を取り戻
そうとされている様子です。

大きなお祭りなどにも出店したり、今後はお昼時に市役所
への出張販売なども考えているとか。店舗は避難者の集ま
りなどでも使われることがあるそうで、取材中に一歩会の支
援者・関根さんが「明日は芋を植えるからおいでよ」と誘いに

くると、注文の電話が入りました。「前もって予約
してくれたら配達もしますよ」とのこと。メニュー
は、太麺・もやしがたっぷり入った大ボリュームの

浪江風焼きそばのほか、イカ・ぶた・ミックスの
お好み焼き、越谷生まれの新名

物「とんこし焼きそ
ば」。ぜひ一度食
べて見てくださ

いね！（T)

◉『BISTRO相馬亭』
熊谷市新堀新田492-12
TEL048-532-6815

２０１２年夏、「相馬亭」と
いうお店ができたという情
報を入手した福玉便り編集部
は、冷たい生ビールを求めてＪＲ高崎線籠

原駅に向かいました。徒歩５分ほどでめざすお店に到着。
さっそくスペアリブをほおばりつつ、オーナーシェフの関
敏明さんにお話を聞きました。

関さんは札幌育ち。有名ホテルなどで修行したのち、
東京や山梨でフランス料理など洋食のシェフとして活躍し
ました。震災３年ほど前に母親の故郷である相馬に移住。
震災時は南相馬市小高の焼肉店で働いていました。

何カ所か避難先を転 と々したあと、２０１１年夏、知人の
紹介で熊谷にきました。実は、朝３時から工場の社員食堂

で働きながらお店を開業。
「いろいろな人にお世話になって

きた。頑張らなくちゃ」と、関さん。
昼間は高齢者の居場所にできない

か、と模索中との
ことで す。「い つ
か、相馬にお店を
出したいです」（N)

◉寄り添いステーション騎西
平日7時〜17時に開設のほか土日にイベン
ト。加須市正能11－５ TEL0480-31-9511

寄り添いステーション騎西
は、加須ふれあいセンターによ
る運営のもと、2012年の7月8
日にオープンしました。ステー
ションのなかでは、双葉町の森

さん・関根さんが作った「茶まん
じゅう」の販売、渡辺さんによる

書道教室、「双葉整膚クラブ」の
方々によるマッサージ、野菜や手作り雑貨の販売など、多
岐にわたる活動が展開しています。11月からは、お昼の定
食の提供も始まりました。そのほか、毎月第2土曜日には

「寄り添いコンサート」が開かれており、双葉町にゆかりの
ある方々が三味線や弾き語りなどを披露しています。

加須ふれあいセンターの山口さんは、「今後も、双葉町
の人と加須市の人が区別
なく、一緒に何かをしてい
く場所にしていきたいで
す」と思いを語ってくださ

いました。（H)

◉双葉理容
TEL：0480-53-4865（定休日：月・火曜日）

〒347-0105 埼玉県加須市騎西19-8
福島県双葉郡双葉町は、現在、警戒区域と

して立ち入りが制限されています。その双葉町
から、町役場と住民が、埼玉県の旧騎西高校

に避難されています。その中の一人、大井川繁
光さんは、避難の地である加須市で、昨年12月

「双葉理容」をオープンさせました。妻・昭子さん、長
男の妻・礼子さんと、お店を切り盛りしています。

「最初は、ここでお店をはじめても人が来てくれるのか、と
心配でした。でも、今日も４人ほどお客さんが来てくれました。
ここで、同じ境遇の方とお互いの震災から今までの話をして、
一緒に涙を流すこともあります」

孫に残そうと思っていた自分のお店もなくなってしまい、今
後どうしていくか、悩んでいると大井川さんは言います。
「不安なことはあるけれど、いまは、お金儲けより、お客さん

が大事。来てくれるから一生懸命やろう、という気持ちになり
ます。オープンの時、いろいろな人が来てくれて嬉しかったけ
ど、もっと嬉しかったのは、最近の、２回目のお客さんです。」

オープンだから行ってあげようというのではなく、ずっと応
援してくれていることを感じるんです、とお話してくださいまし
た。双葉理容は、男性はもちろん、女性
のためのカットメニュー、シェービング・フ
ェイシャルエステやローションパックのメ
ニューもあります。メイクはサービス。お
子さん連れの方は託児もあります。是
非、足を運んでみてください。（ I ）

避難されている方が、

埼玉で開業された

お店です。
ぜひお訪ねください！



福
地
光
春
さ
ん（
宮
城
県
東
松
島
市
か
ら
新
座
市
に
避
難
中
）

津
波
被
害
に
よ
り
新
座
市
に
あ
る
公
務
員
宿
舎
で
子
ど
も
と
二

人
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
発
災
か
ら
２
年
の
時
が
過

ぎ
、今
で
も
震
災
の
事
が
蘇
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、何
か
を
し

な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、仕
事
を
見
つ
け
、今
は
打
ち
込
ん
で
い
ま

す
。避

難
生
活
を
始
め
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
、都
会
の
人
と
は
話
し
ず
ら
い

な
、話
か
け
る
と
怒
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、な
ど
と
気
後
れ
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、新
座
つ
な
が
り
カ
フ
ェ
で
あ
た
た
か
く
迎
え

ら
れ
て
、自
分
の
胸
の
う
ち
を
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
方
と
も
出
会
う
こ

と
が
で
き
、そ
れ
が
今
の
避
難
生
活
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

故
郷
へ
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い
、そ
ん
な
状
況
が
ま
だ
し
ば
ら
く
続
き

ま
す
。
同
じ
境
遇
に
あ
る
人
同
士
で
支
え
あ
っ
て
い
く
た
め
に
、新
座
つ
な

が
り
カ
フ
ェ
を
運
営
し
て
き
た
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、交

流
会
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
け
れ
ば
、さ
ら
に
は
近
隣
の
皆
さ
ん
と
も
自
治

会
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、交
流
を
深
め
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

15

万
代
洋
子
さ
ん（
石
巻
市
か
ら
さ
い
た
ま
市
へ
避
難
）

震
災
直
後
に
、石
巻
か
ら
娘
が
住
ん
で
い
る

さ
い
た
ま
市
へ
移
り
住
み
ま
し
た
。

さ
い
が
い・つ
な
が
り
カ
フ
ェ
で
福
島
か
ら
の
方
々

と
知
り
合
い
に
な
り
、い
ろ
ん
な
機
会
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ

た
お
か
げ
で
友
人
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
縁
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
う
こ
と
で
前
向
き
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら『
福
島
』『
宮
城
』と
出
身
地
に
こ
だ
わ
る
気
持

ち
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、同
郷
の
方
と
出
会
っ
て
話
す
の
も
や

は
り
嬉
し
い
も
の
で
す
。

つ
な
が
り
カ
フ
ェ
で
も
同
じ
石
巻
出
身
の
方
々
と
故
郷
の

話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、同
郷
の
支
援
グ
ル
ー

プ
と
の
交
流
も
始
め
ま
し
た
。

春
か
ら
は
パ
ソ
コ
ン
を
勉
強
し
て
自
分
で
情
報
を
探
そ
う

と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
て
い
ま
す
。
福
玉
の
読
者
の
方
で

宮
城
出
身
の
方
が
お
ら
れ
た
ら
、お
話
し
し
た
い
で
す
ね
。

い
わ
き
市
よ
り
避
難
中
の
Ｔ
さ
ん
と
Ｓ
さ
ん

3
・
11
が
近
づ
く
と
、震
災
当
初
の
様
々
な
思
い
が
鮮
明

に
蘇
り
ま
す
。私
た
ち
に
と
っ
て
、震
災
は
今
も
ま
だ
終
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。

い
わ
き
市
は
、地
震
、津
波
の
被
害
、そ
し
て
原
発
事
故

の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。さ
ら
に
、避
難
区
域
か
ら
来
ら

れ
た
方
々
２
万
人
以
上
の
受
け
入
れ
先
に
も
な
っ
て
い

る
、複
雑
な
地
域
で
す
。

私
た
ち
は
、子
ど
も
へ
の
リ
ス
ク
を
可
能
な
限
り
減
ら
す
た
め
に
避
難
し

て
い
ま
す
。ほ
ん
の
数
キ
ロ
の
差
で
国
の
避
難
指
示
の
出
な
か
っ
た
土
地
に

住
ん
で
い
た
た
め
、何
も
か
も
自
己
責
任
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

唯
一
の
希
望
と
も
言
え
る「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」を
、い

わ
き
市
、福
島
県
を
は
じ
め
、全
国
各
地
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、被
災
者
に

と
っ
て
有
意
義
な
も
の
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。震
災
・
原
発
事
故
の
風

化
が
進
む
中
、興
味
の
な
い
方
に
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

村
上
秀
雄
さ
ん（
楢
葉
町
か
ら
さ
い
た
ま
市
へ
）

楢
葉
町
か
ら
5
回
の
避
難
の
末
、埼
玉
に
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

福
島
の
自
宅
の
近
く
に
は
中
間
貯
蔵
施
設
が
で
き
、放

射
能
が
心
配
さ
れ
ま
す
。夫
婦
だ
け
で
帰
っ
て
生
活
す
る

の
か
、終
の
棲
家
を
ど
こ
に
す
る
の
か
、決
め
か
ね
て
い

ま
す
。

帰
っ
た
と
し
て
も
、自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ず
、

何
を
し
て
過
ご
し
て
い
い

の
か
・・・
先
の
見

え
な
い
生
活
が
続

き
そ
う
で
す
。
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地震、津波、原発事故から3回目の春を迎えました。
ふるさとを遠く離れ、家族と離れ、 埼玉にも6700人以上の
方が避難しています
住む家のこと、仕事のこと、子どものこと、家族のこと……、
先の見えない不安の中で、今日も埼玉で暮らしていらっしゃいます。
充分な情報や具体的な見通しも持てない中で、

「次の決断」を迫られている方も数多くいらっしゃいます。
私たちは、この2年間、「支援」という名でたくさんの方 と々出会い、話をして、食べ
て、泣いて、笑ってきました。ふりかえると、何ができたというわけではなく、た
だ「隣りにいた」だけともいえます。これからも、そうかもしれません。
でも、それが私達にできることなら、可能な限りそうしたいと思っています。
そして、もっと多くの方と一緒に「隣りにいる人」でありたい、と願っています。

募金 を呼びかけています。

埼玉県内に避難されている福島・東北の方々の
「隣りにいる人」になっていただけませんか。

①家族、親戚、友人の「再会」を応援します。
②避難者同士が支えあう活動を応援します。
③避難者と埼玉県民の出会い・支えあいを応援します。
④避難されている方に、メッセージを送り続けます。

◉県内各地で行われている避難者による交流活動の応援
県内各地で開かれている交流会などの会場費、託児の費用など

◉『福玉便り』の発行　
月刊で発行している避難者向けのニュース『福玉便り』の発送費用など

◉『福玉バス』の運行
年数回、福島と埼玉を結ぶバスの運行経費の一部を応援

◉避難者グループ同士のネットワークづくり
県内 15 の避難者自身のグループをつなぎます（福玉会議の開催など）

募金の使途・決算については、定期的にインターネット、報告書、報告会などを通じてご報告いたします。

中央労働金庫 さいたま支店 普通預金 6600705
郵便振替口座　00160-0-291210　福玉募金
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メール:fukutama@431279.com  FAX：048-833-8746

2013年
3月〜5月
目標金額
200万円

し
だ
い
に
報
道
や
情
報
が
少
な
く
な
り
、不
安
に
感
じ
ま
す
が
、

『
福
玉
便
り
』
が
届
く
と
「
私
達
が
こ
こ
に
い
る
事
を
忘
れ
な
い

で
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
」
と
思
い
、
ほ
っ
と
し
ま
す
。

（
福
玉
便
り
編
集
部
に
い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
よ
り
）


